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お問い合わせは…
潟上市総合政策課（q878－9802）

２

市では「総合発展計画概要版」

を後日、全戸配布する予定です。

潟
上
市
の
ま
ち
づ
く
り
を

総
合
的
・
計
画
的
に
進
め
て

い
く
た
め
の
指
針
と
な
る

「
潟
上
市
総
合
発
展
計
画
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

市
で
は
、
昨
年
十
月
に
市

議
会
や
各
種
団
体
の
代
表
者
、

識
見
者
な
ど
か
ら
な
る
「
総

合
発
展
計
画
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
、
各
委
員
の
意

見
・
提
言
を
反
映
し
た
市
民

総
合
発
展
計
画
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
的
方
向
を
示
す

「
基
本
構
想
」、
こ
れ
に
沿
っ
て

具
体
的
な
施
策
の
内
容
を
明
ら

か
に
す
る
「
基
本
計
画
」
お
よ

び
毎
年
度
の
実
施
事
業
な
ど
を

掲
げ
る
「
実
施
計
画
」
に
よ
り

構
成
さ
れ
ま
す
。

基
本
構
想
は
、
平
成
十
八

年
か
ら
平
成
二
十
七
年
ま
で

の
十
年
間
を
計
画
し
、
基
本

６
月
に
行
わ
れ
た
潟
上
市
議
会
定
例
会
で
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
明
ら
か
に
す

る
潟
上
市
総
合
発
展
計
画
基
本
構
想
が
議
決
に
な
り
ま
し
た
。

市
の
将
来
の
指
針
と
な
る
こ
の
計
画
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

潟
上
市
総
合
発
展
計
画

市
民
に
よ
る

市
民
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り

に
よ
る
手
づ
く
り
計
画
と
し

て
計
画
策
定
を
進
め
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
平
成
二
十

七
年
度
を
目
標
年
次
と
し
、

「
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念

に
市
内
各
地
域
の
個
性
や
市

民
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
な
が

ら
、
成
長
・
発
展
す
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

基
本
構
想
に

沿
っ
て
進
め
ら
れ
ま
す

平成18年�

平成18年�

平成22年�

平成27年�

平成27年�

実施計画（３年）ローリング方式により毎年度見直し�

前期基本計画（５年）� 後期基本計画（５年）�

基本構想（10年）�

◆◆

◆◆

◆◆

◆◆

計
画
は
、
基
本
構
想
に
基
づ

き
社
会
経
済
環
境
の
変
化
に

柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
前

期
・
後
期
の
各
五
カ
年
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
実
施
計
画
は
、
基
本

計
画
を
基
に
具
体
的
な
事
業

を
示
し
、
毎
年
度
見
直
し
な

が
ら
（
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
）
、

予
算
編
成
や
事
業
実
施
の
指

針
と
し
て
機
能
し
ま
す
。

潟上市
総合発展計画

概要版



３

一
人
ひ
と
り
が
輝
く

ひ
と
と
環
境
に
優
し
い
田
園
都
市

◆◆

◆◆

平
成
の
大
合
併
で
誕
生
し

た
潟
上
市
は
、
面
積
が
約
九

十
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と

合
併
市
町
村
と
し
て
は
コ
ン

パ
ク
ト
で
す
。
少
子
高
齢
化
、

過
疎
化
が
急
速
に
進
展
す
る

県
内
に
あ
っ
て
、
唯
一
人
口

が
増
加
す
る
地
域
で
あ
り
、

若
年
層
を
中
心
と
し
た
将
来

の
発
展
に
可
能
性
を
秘
め
た

地
域
で
す
。

ま
た
、
日
本
海
に
面
し
た

天
王
砂
丘
群
の
松
林
や
出
羽

丘
陵
の
緑
豊
か
な
山
並
み
、

八
郎
湖
に
向
か
っ
て
広
が
る

広
大
な
田
園
風
景
に
囲
ま
れ

た
豊
か
な
自
然
環
境
と
、
県

都
秋
田
市
に
隣
接
し
て
い
る

良
好
な
生
活
環
境
を
併
せ
持

つ
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、

良
好
な
自
然
環
境
を
維
持
し

つ
つ
、
人
と
環
境
に
配
慮
し

な
が
ら
、
市
民
が
活
力
と
喜

び
を
実
感
し
、
明
日
へ
の
夢

と
希
望
の
も
て
る
個
性
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

こ
の
た
め
、
市
内
各
地
域

の
個
性
や
市
民
一
人
ひ
と
り

の
生
き
方
を
尊
重
し
つ
つ
、

市
民
お
よ
び
団
体
な
ど
と
行

政
が
協
働
・
連
携
を
深
め
な

が
ら
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

の
保
全
と
魅
力
的
な
都
市
環

境
の
創
造
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
ま
ち
に
住

ん
で
「
安
ら
ぎ
」
の
感
じ
ら

れ
る
空
間
を
創
出
し
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
輝
き
な
が
ら
、

成
長
・
発
展
す
る
地
域
を
目

指
し
ま
す
。

平
成
27
年
に
は

人
口
３
８
、
０
０
０
人

◆◆

◆◆

人
口
の
伸
び
率
は
、
鈍
化

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、

産
業
振
興
や
定
住
化
の
促
進

を
は
じ
め
と
す
る
ま
ち
づ
く

り
全
般
に
わ
た
り
各
種
施
策

を
推
進
し
、
基
本
構
想
の
目

標
年
次
で
あ
る
平
成
二
十
七

年
の
人
口
を
三
八
、
〇
〇
〇

人
と
設
定
し
ま
す
。

34,500

35,000

35,500

36,000

36,500

37,000

37,500

38,000

38,500

平成12年（実績）� 平成22年（推計）�平成17年（実績）� 平成27年（推計）�

35,711人� 35,800人�

37,486人�
37,874人�

（人）�

総合発展計画は、潟上市が理想

とする将来像や将来像を実現する

ための基本的な方向を明らかにす

るものです。

本市の持つ個性や資源に磨きをか

けながら、夢と希望に満ちた、新し

い時代にふさわしいまちづくりを進

めていくため、新市建設計画との整

合性を図りながら策定しました。

●総合発展計画とは…●総合発展計画とは…

潟上市総合発展計画



水
と
緑
に
囲
ま
れ
た
快
適
環
境
の
ま
ち
づ
く
り

人
に
優
し
い

安
ら
ぎ
の
あ
る
住
環
境
の
ま
ち
づ
く
り

４

基本目標

１
本
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る
田

園
風
景
を
中
心
と
し
た
多
彩
で
豊
か

な
自
然
環
境
を
、
い
つ
ま
で
も
そ
の

価
値
を
失
わ
な
い
よ
う
に
大
切
に
守

り
育
て
て
い
く
と
と
も
に
、
災
害
に

強
く
、
犯
罪
の
な
い
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
、
市
民
が
快
適
に
暮
ら

せ
る
こ
と
の
で
き
る
「
水
と
緑
に
囲

ま
れ
た
快
適
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
し
ま
す
。

１
　
市
民
総
参
加
に
よ
る
豊
か
な
自

然
環
境
の
保
全

●
環
境
意
識
の
高
揚

基本目標

２

基本目標

３

健
や
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

●
環
境
保
全
対
策
の
強
化

●
生
活
環
境
施
設
の
整
備

２
　
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環

型
社
会
の
構
築

●
ご
み
処
理
対
策
の
推
進

●
地
球
に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
の
推
進

３
　
災
害
に
強
く
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

●
消
防
・
防
災
対
策
の
強
化

●
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
の
推
進

●
下
水
道
の
整
備

２
　
ふ
れ
あ
い
を
支
え
る
公
共
交
通

体
系
の
整
備

●
道
路
網
の
整
備

●
公
共
交
通
の
充
実

３
　
安
全
で
安
心
な
水
道
水
源
域
の

保
全

●
上
水
道
の
整
備
　

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動
が
機
能
的

に
行
わ
れ
る
よ
う
、
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
た
土
地
利
用
を
進
め
、
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
た
市
街
地
形
成
や

集
落
形
成
を
図
り
、
質
の
高
い
都
市

環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
利
便
性
や
活
力
を
高
め

る
交
通
基
盤
の
充
実
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
を
図
っ
て
い
く
と
同
時
に
、
上

下
水
道
な
ど
の
市
民
が
快
適
で
良
好

●
健
康
づ
く
り
の
推
進

●
母
子
保
健
の
充
実

２
　
と
も
に
支
え
合
う
ふ
れ
あ
い
の

福
祉
の
推
進

●
地
域
福
祉
の
推
進

●
障
害
者
福
祉
の
充
実

●
児
童
福
祉
の
充
実

●
社
会
保
障
制
度
の
充
実

３
　
福
祉
の
こ
こ
ろ
で
高
齢
者
に
優

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

●
高
齢
者
福
祉
の
充
実

市
の
将
来
像
を
実
現
し
て
い
く
た
め

６
つ
の
基
本
目
標
を
設
定
し
、
次
の
施
策
に
取
り
組
み
ま
す

な
生
活
基
盤
を
確
立
す
る
よ
う
、
安

全
・
安
心
な
生
活
環
境
の
整
備
に
努

め
、
市
民
が
ゆ
と
り
を
感
じ
る
こ
と

の
で
き
る
「
人
に
優
し
い
安
ら
ぎ
の

あ
る
住
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推

進
し
ま
す
。

１
　
ゆ
と
り
あ
る
居
住
環
境
の
創
造

●
快
適
な
都
市
環
境
の
整
備

●
み
ど
り
の
空
間
の
創
出

市
民
が
生
涯
健
康
で
健
や
か
に
暮

ら
せ
る
よ
う
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

が
連
携
し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
環
境
の
整
備
を
図
り
、
一

人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
生
活
が
お
く

れ
る
よ
う
、
と
も
に
支
え
い
た
わ
り

合
う
こ
と
の
で
き
る
「
健
や
か
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
健
康
と
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。

１
　
明
る
く
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
生

涯
健
康
長
寿
社
会
の
実
現



と
も
に
支
え
温
か
に

ふ
れ
あ
え
る
交
流
と
連
携
の
ま
ち
づ
く
り

生
涯
学
び
創
造
性
を
育
む

教
育
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

活
力
と
創
意
工
夫
で

豊
か
に
暮
ら
せ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

５

基本目標

４
地
域
経
済
の
活
力
を
高
め
、
市
民

の
豊
か
な
生
活
を
支
え
て
い
く
た
め

に
は
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
働
く
こ

と
の
で
き
る
力
強
い
産
業
の
振
興
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
既
存
産
業
が
抱
え
る

課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
な
が
ら
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
各
自
の
創

意
工
夫
か
ら
新
し
い
時
代
に
対
応
で

き
る
産
業
を
育
成
し
、
豊
か
さ
と
ゆ

と
り
が
実
感
で
き
る
「
活
力
と
創
意

工
夫
で
豊
か
に
暮
ら
せ
る
産
業
の
ま

基本目標

５

３
　
さ
わ
や
か
な
笑
顔
を
育
む
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

●
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

基本目標

６
市
民
の
融
和
を
図
り
「
心
の
合
併
」

を
推
進
す
る
た
め
、
各
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
と

と
も
に
、
自
主
的
な
地
域
づ
く
り
活

動
や
地
域
間
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互

い
を
支
え
合
い
な
が
ら
、
大
切
な
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
を
尊
重

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
深
め
る
こ

と
の
で
き
る
「
と
も
に
支
え
温
か
に

ふ
れ
あ
え
る
交
流
と
連
携
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。

計
画
の
推
進
に
向
け
て

健
全
で
計
画
的
な
財
政
運
営
を
確

保
す
る
た
め
、
行
政
改
革
大
綱
に
基

づ
き
、
徹
底
し
た
歳
出
抑
制
や
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

機
能
の
集
約
・
統
合
に
よ
る
事
務
の

ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。

１
　
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
農
林
水

産
業
の
振
興

●
農
業
の
振
興

●
林
業
の
振
興

●
水
産
業
の
振
興

２
　
ひ
と
・
も
の
・
情
報
が
行
き
交

う
商
工
業
の
振
興

●
商
工
業
の
振
興

●
観
光
の
振
興

ン
の
振
興

●
芸
術
文
化
活
動
の
振
興

１
　
ま
ち
を
支
え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
推
進

●
地
域
自
治
の
振
興

●
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進

●
地
域
情
報
化
の
推
進

２
　
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
市

民
交
流
の
推
進

●
国
際
交
流
の
推
進

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

効
率
化
を
図
る
た
め
の
本
庁
方
式
に

よ
る
新
庁
舎
建
設
に
向
け
、
市
民
の

意
見
を
的
確
に
反
映
し
つ
つ
、
建
設

地
や
庁
舎
の
規
模
、
既
存
庁
舎
の
利

活
用
等
の
調
査
・
研
究
を
進
め
ま
す
。

す
べ
て
の
市
民
が
心
豊
か
に
暮
ら

せ
る
よ
う
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
、

文
化
的
な
活
動
が
活
発
に
行
え
る
環

境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
生
か
し
な
が

ら
創
造
力
が
培
わ
れ
る
環
境
を
構
築

し
、
創
造
性
と
人
間
性
に
富
ん
だ
人

材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

風
土
や
文
化
の
保
護
・
継
承
・
創
造

に
努
め
、
す
べ
て
の
市
民
が
参
加
で

き
る
「
生
涯
学
び
創
造
性
を
育
む
教

育
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進

し
ま
す
。

１
　
一
人
ひ
と
り
の
生
き
が
い
づ
く

り
を
培
う
生
涯
学
習
の
推
進

●
生
涯
学
習
の
推
進

●
青
少
年
の
健
全
育
成
　

２
　
創
造
性
と
人
間
性
を
育
む
教
育

の
推
進

●
子
育
て
支
援
・
幼
児
教
育
の
推

進
●
学
校
教
育
の
充
実

潟上市総合発展計画
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潟
上
市
総
合
発
展
計
画
基
本
構
想

(

案)

は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成
二

十
七
年
度
ま
で
の
十
年
間
の
市
政
運
営

の
総
合
的
な
指
針
と
な
る
も
の
で
あ

り
、
本
市
の
将
来
像
を
「
活
き
生
き
か

た
が
み
の
夢
づ
く
り
　
一
人
ひ
と
り
が

輝
く
ひ
と
と
環
境
に
優
し
い
田
園
都

市
」
と
し
、「
水
と
緑
に
囲
ま
れ
た
快

適
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
六
つ
の

基
本
目
標
と
十
六
の
政
策
、
及
び
「
計

画
の
推
進
に
向
け
て
」
の
取
組
む
べ
き

方
向
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
で

す
。現

在
、
国
と
地
方
財
政
の
三
位
一
体

改
革
に
絡
ん
で
、
地
方
交
付
税
の
大
幅

削
減
も
と
り
ざ
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
下
の
中
で
、
財
政
的
に

は
見
通
し
が
極
め
て
難
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
に
わ
た

る
種
々
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
財

政
状
況
や
費
用
対
効
果
等
を
勘
案
し
、

ロ
ー
リ
ン
グ
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
く

も
の
で
す
。

五
月
二
十
三
日
開
催
の
五
回
目
の
総

合
発
展
計
画
検
討
委
員
会
で
は
、
各
委

員
の
意
見
、
提
言
等
を
取
り
ま
と
め
る

と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

な
ど
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

潟
上
市
と
し
て
初
の
総
合
発
展
計
画

(

案)

が
市
民
の
方
々
の
意
見
、
提
言
等

を
反
映
し
た
、
市
民
に
よ
る
手
づ
く
り

計
画
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
は
大

変
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
、
本
計
画
の

検
討
委
員
会
委
員
長
の
佐
々
木
吉
和
氏

（
元
・
新
市
建
設
計
画
検
討
委
員
会
委

員
長
）
を
は
じ
め
、
各
委
員
に
は
大
変

真
摯
な
協
議
検
討
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

６月定例
市議会から

市
長
行
政
報
告
（
要
旨
）

総
合
発
展
計
画

基
本
構
想（
案
）

　
潟
上
市
議
会
６
月
定
例
会
が
、
６
月
　
日
か

　
潟
上
市
議
会
６
月
定
例
会
が
、
６
月
　
日
か

ら
　
日
ま
で
の
　
日
間
の
日
程
で
潟
上
市
役
所

ら
　
日
ま
で
の
　
日
間
の
日
程
で
潟
上
市
役
所

昭
和
庁
舎
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

昭
和
庁
舎
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
今
市
議
会
で
は
、
石
川
光
男
市
長
に
よ
る
行

　
今
市
議
会
で
は
、
石
川
光
男
市
長
に
よ
る
行

政
報
告
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
専
決
処
分
の
承
認
、

政
報
告
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
専
決
処
分
の
承
認
、

条
例
の
一
部
改
正
案
、
潟
上
市
総
合
発
展
計
画

条
例
の
一
部
改
正
案
、
潟
上
市
総
合
発
展
計
画

基
本
構
想
案
、
平
成
　
年
度
一
般
会
計
補
正
予

基
本
構
想
案
、
平
成
　
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
、
各
特
別
会
計
補
正
予
算
案
、
市
助
役
の

算
案
、
各
特
別
会
計
補
正
予
算
案
、
市
助
役
の

選
任
・
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
等
の
人
事

選
任
・
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
等
の
人
事

案
件
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

案
件
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
最
終
日
に
議
員
発
議
と
し
て
「
男
女

　
ま
た
、
最
終
日
に
議
員
発
議
と
し
て
「
男
女

共
同
参
画
か
た
が
み
宣
言
に
関
す
る
決
議
に
つ

共
同
参
画
か
た
が
み
宣
言
に
関
す
る
決
議
に
つ

い
て
」
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
決
ま
り
ま

い
て
」
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
決
ま
り
ま

し
た
。

し
た
。�
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潟
上
市
議
会
６
月
定
例
会
が
、
６
月
　
日
か

ら
　
日
ま
で
の
　
日
間
の
日
程
で
潟
上
市
役
所

昭
和
庁
舎
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
今
市
議
会
で
は
、
石
川
光
男
市
長
に
よ
る
行

政
報
告
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
専
決
処
分
の
承
認
、

条
例
の
一
部
改
正
案
、
潟
上
市
総
合
発
展
計
画

基
本
構
想
案
、
平
成
　
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
、
各
特
別
会
計
補
正
予
算
案
、
市
助
役
の

選
任
・
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
等
の
人
事

案
件
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
最
終
日
に
議
員
発
議
と
し
て
「
男
女

共
同
参
画
か
た
が
み
宣
言
に
関
す
る
決
議
に
つ

い
て
」
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
決
ま
り
ま

し
た
。�

14

23

18

10

▲緑豊かな「潟上市」
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行
政
と
自
治
会
等
の
団
体
が
共
に
手

を
携
え
て
、
よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
去

る
五
月
十
六
日
か
ら
十
七
日
に
か
け
て

三
地
区
そ
れ
ぞ
れ
に
自
治
会
長
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
、
平
成
十
八
年
度
自
治

会
活
動
の
方
向
性
な
ど
を
確
認
し
合

い
、
各
自
治
会
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す

二
一
六
件
の
地
域
要
望
や
提
言
等
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

今
冬
の
豪
雪
に
係
わ
る
除
排
雪
経
費

や
復
旧
費
が
市
財
政
に
大
打
撃
を
与
え

て
い
る
こ
と
や
、
各
自
治
会
の
地
域
要

望
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、

財
政
改
革
が
必
至
の
状
況
に
あ
る
市
の

財
政
等
に
つ
い
て
、
重
ね
て
理
解
を
求

め
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
三
月
、
全
県
の
市
町
村
に
先
駆

け
て
、
潟
上
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
を
制
定
し
、
男
女
共
同
参
画
推
進
計

画
「
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ン
か
た
が
み
」

を
策
定
し
、
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
各
分
野
に
わ
た
り
そ
の

具
体
的
な
実
践
を
進
め
て
い
く
と
同
時

に
、
市
民
を
対
象
と
し
た
研
修
会
等
を

開
催
し
、
市
民
の
男
女
共
同
参
画
意
識

の
高
揚
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

国
の
新
地
方
行
政
改
革
指
針
（
平
成

十
七
年
度
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
）
に

基
づ
い
て
「
潟
上
市
行
政
改
革
大
綱
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、

集
会
施
設
の
管
理
の
あ
り
方
や
補
助
金

の
適
正
化
、
職
員
の
定
員
管
理
の
あ
り

方
等
の
方
向
性
な
ど
を
示
し
、
具
体
の

行
政
改
革
に
取
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
職
員
定
員
適
正
化
計
画
で
は
、

平
成
二
十
一
年
ま
で
に
市
の
職
員
数
を

十
七
年
度
比
六
・
四
％
、
二
十
二
人
削

減
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

天
王
地
区
に
は
防
災
行
政
無
線
、
飯

田
川
地
区
に
は
有
線
放
送
電
話
施
設
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
情
報
伝
達
手
段
の
空

白
地
域
で
あ
り
ま
す
昭
和
地
域
に
設
置

す
る
こ
と
を
主
体
に
基
本
設
計
を
作
成

し
、
東
北
総
合
通
信
局
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
受
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、
有
線
放
送
電

話
の
機
能
に
つ
い
て
は
十
分
理
解
で
き

る
が
、
台
風
な
ど
の
天
災
に
対
し
有
線

の
弱
点
で
あ
る
断
線
に
よ
っ
て
情
報
伝

達
手
段
が
途
切
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ

の
た
め
昭
和
地
区
の
み
な
ら
ず
、
飯
田

川
地
区
も
含
め
た
防
災
行
政
無
線
を
設

置
す
る
よ
う
強
く
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

県
か
ら
も
こ
の
機
会
に
潟
上
市
全
地
域

に
防
災
行
政
無
線
を
設
置
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
の
指
導
が
あ
り
、
飯
田
川

地
区
に
も
屋
外
受
信
拡
声
装
置
を
設
置

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

設
置
工
事
の
概
略
と
し
て
は
、
天
王

庁
舎
に
設
置
さ
れ
て
い
る
現
設
備
を
親

局
と
し
、
固
定
系
遠
隔
制
御
設
備
を
昭

和
庁
舎
・
飯
田
川
庁
舎
・
湖
東
地
区
消

防
本
部
の
三
カ
所
に
設
置
し
、
専
用
線

を
設
け
て
親
局
の
無
線
設
備
を
制
御
し

共
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
市
に
お

い
て
各
種
の
情
報
の
収
集
や
伝
達
を
可

能
と
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
屋
外
受
信
拡
声
装
置
を
三
十

基
（
昭
和
地
区
二
十
四
基
・
飯
田
川
地

区
六
基
）、
固
定
系
個
別
受
信
機
四
十

五
個
な
ど
を
設
置
す
る
計
画
で
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
に
お

き
ま
し
て
は
、
保
険
給
付
費
で
あ
り
ま

す
医
療
費
が
年
々
伸
び
続
け
、
繰
越
金

を
充
当
し
な
が
ら
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
で
は

国
民
皆
保
険
を
将
来
に
わ
た
り
持
続
可

能
な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
「
医
療

制
度
改
革
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ

の
制
度
改
革
に
よ
り
、
平
成
十
八
年
度

の
診
療
報
酬
に
つ
い
て
は
幾
分
下
が
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
状
況
を

踏
ま
え
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

と
も
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
応
能
割
合

と
応
益
割
合
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が

ら
、
資
産
割
分
の
税
率
を
徐
々
に
引
き

下
げ
、
所
得
割
等
の
税
率
を
改
正
し
て

国
保
財
政
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
と
い

６月定例市議会から

自
治
会
長
会
議

男
女
共
同
参
画

推
進
計
画

防
災
行
政

無
線
の
整
備

国
民
健
康
保
険
事
業

行
政
改
革

▲住み良い生活環境を市民の手で！（八郎湖クリーンアップ）



市長行政報告(要旨)

た
し
ま
し
た
。

合
併
協
議
会
で
は
、
不
均
一
課
税
を

三
年
間
で
調
整
し
、
資
産
割
を
廃
止
し

た
三
方
式
で
税
率
の
統
一
を
図
る
こ
と

を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。
も
と
よ
り
、

合
併
協
議
会
の
確
認
事
項
は
大
変
重
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
被
保
険
者

の
国
保
税
の
負
担
増
を
配
慮
し
な
が
ら

激
変
緩
和
措
置
と
し
て
、
資
産
割
の
廃

止
と
税
率
の
統
一
を
合
併
特
例
法
の
最

大
期
間
で
あ
り
ま
す
五
年
間
の
中
で
対

応
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

稲
作
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
降
雨
に

よ
る
耕
起
作
業
の
遅
延
と
、
育
苗
期
の

低
温
に
よ
る
苗
の
生
育
が
懸
念
さ
れ
ま

し
た
が
、
耕
起
作
業
は
軟
弱
な
圃
場
を

お
し
た
作
業
と
な
り
、
育
苗
は
一
部
生

育
不
良
が
散
見
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の

後
の
好
天
に
よ
り
支
障
な
く
推
移
し
ま

し
た
。
田
植
え
の
盛
期
は
五
月
十
四
日

頃
で
し
た
が
、
今
後
は
、
初
期
の
生
育

を
確
保
す
る
う
え
で
、
適
正
な
水
管
理

の
実
施
の
ほ
か
、
い
も
ち
病
な
ど
の
発

生
を
防
ぐ
た
め
、
余
り
苗
の
早
期
処
分

や
適
期
防
除
を
呼
び
か
け
、
良
質
米
の

安
定
生
産
の
基
礎
と
な
る
肥
培
管
理
を

徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る

「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」
に
係

わ
る
担
い
手
の
確
保
育
成
に
向
け
た
話

し
合
い
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
に
入
り

ま
し
て
も
市
内
の
各
集
落
で
話
し
合
い

が
持
た
れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
数
回
の

協
議
を
重
ね
、
集
落
営
農
の
取
り
組
み

を
開
始
す
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、
今
後

と
も
関
係
農
業
団
体
と
共
に
育
成
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
天
王
地
区
の

よ
う
に
認
定
農
業
者
を
中
心
と
し
た
担

い
手
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、
こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
大
豆
の
団
地
化
を

基
本
と
し
た
生
産
構
造
に
理
解
を
求

め
、
支
援
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

米
の
生
産
目
標
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年
産
の

生
産
目
標
数
量
は
一
万
二
、
二
七
二
ト

ン
が
配
分
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
る
実
質
の
転
作
面
積
は
九
九
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
な
り
、
助
成
要
件
に
基
づ
く

大
豆
転
作
団
地
の
面
積
は
五
五
四
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
、
五
五
・
七
％
の
団
地
化
率

と
な
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
農
家
よ
り
提
出
さ
れ
た
生

産
調
整
実
施
計
画
書
に
基
づ
く
現
地
確

認
に
よ
り
、
面
積
等
を
集
計
し
て
い
き

ま
す
。

昨
年
度
は
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
豪
雪
に
よ
り
、
市
内
の
花
き
及
び

野
菜
栽
培
農
家
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
等
を

中
心
に
大
き
な
被
害
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
特
に
こ
れ
ら
ハ
ウ
ス
は
、
こ
れ
ま

で
農
家
が
施
設
の
整
備
を
図
り
、
花

き
・
野
菜
の
栽
培
に
取
り
組
み
、
稲

作
・
大
豆
以
外
の
多
様
な
農
産
物
の
生

産
に
よ
り
、
農
業
の
複
合
化
経
営
を
展

開
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
潟
上

市
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
平

成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
目
標
数
値
と

し
て
、
花
き
の
場
合
五
十
戸
、
八
〇
〇

ア
ー
ル
、
約
二
億
三
千
万
円
の
出
荷
額

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
潟
上
市

農
業
に
と
り
ま
し
て
も
、
施
設
の
再
生

は
必
須
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
度
、

ハ
ウ
ス
等
再
生
必
要
額
の
三
分
の
一
を

直
接
助
成
す
る
支
援
費
を
補
正
予
算
に

計
上
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
再
生
に

あ
た
っ
て
は
、
被
害
農
家
の
経
営
等
を

考
慮
し
、
各
農
家
の
再
生
計
画
に
基
づ

き
十
八
年
度
と
十
九
年
度
に
わ
た
る
支

援
措
置
と
し
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
航
空
防
除
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
昨
年
は
昭
和
・
飯
田
川
地
域

で
、
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
米
の
一
等
米
比

率
が
大
き
く
低
下
す
る
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま
え
対

策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
防
除
協
議
会
で
実

施
し
て
き
た
防
除
を
、
今
年
度
か
ら
組

織
を
統
合
し
、「
昭
和
飯
田
川
地
域
病

害
虫
防
除
協
議
会
」
と
し
て
防
除
に
あ

た
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
天
王
地
区
防
除
対
策
委
員
会

で
採
用
し
て
い
る
薬
効
期
間
の
長
い
薬

剤
に
切
り
替
え
る
こ
と
な
ど
の
ほ
か
、

無
人
ヘ
リ
を
導
入
し
た
き
め
細
か
な
防

除
と
、
害
虫
発
生
の
温
床
で
あ
る
畦
畔
、

農
道
、
水
路
等
の
除
草
を
徹
底
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
新
た
に
「
秋
田
秋
印
運
輸

株
式
会
社
」
が
今
年
秋
の
操
業
を
目
指

し
て
、
現
在
、
昭
和
工
業
団
地
内
に
倉

庫
を
建
設
中
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
立
地

に
よ
っ
て
同
団
地
で
は
八
社
が
操
業
い

た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
潟
上
市
工
場
設
置
奨
励
条
例

の
一
部
を
改
正
し
、
こ
れ
ま
で
製
造
業

を
営
む
事
業
所
の
工
場
の
み
を
奨
励
措

置
の
支
援
対
象
と
し
て
い
た
も
の
を
、

情
報
通
信
業
、
運
輸
業
、
卸
売
・
小
売

豪
雪
に
よ
る
農
地
・
農

業
施
設
等
の
被
害
対
策

新
た
な
昭
和
工
業
団
地

へ
の
企
業
の
誘
致
状
況

農
業
関
係

８



６月定例市議会の初日(14日)に、鐙利行氏の助役選任案が
出され起立採決の結果、全会一致で同意されました。
同氏は、昭和47年に旧飯田川町役場入り後、平成５年から
合併までの12年間総務課長を歴任、平成17年３月から潟上市
企画部長を努めていました。
住　　所　潟上市飯田川下虻川字上谷地55番地２

業
及
び
サ
ー
ビ
ス
業
を
加
え
、
対
象
企

業
と
な
る
範
囲
を
拡
充
し
、
企
業
誘
致

の
促
進
を
図
り
ま
す
。

先
月
、
藤
里
町
で
児
童
が
殺
害
さ
れ

た
事
件
や
広
島
市
、
栃
木
県
今
市
市
で

の
事
件
を
受
け
て
、
市
内
各
校
に
お
い

て
も
、
児
童
生
徒
の
安
全
を
地
域
で
守

ろ
う
と
「
子
ど
も
を
守
る
会
」
や
ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
市

内
七
校
の
小
学
校
に
約
八
五
〇
人
の
地

域
や
保
護
者
の
方
々
が
立
上
が
り
、
学

校
、
関
係
機
関
等
と
と
も
に
、
見
回
り

の
強
化
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
の
た
び
、
そ
の
方
々
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
や
腕
章
等
の
費
用

の
不
足
分
を
補
正
予
算
に
計
上
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
追
分
小
学
校
体
育
館
大
規
模

改
修
及
び
増
築
工
事
費
、
豊
川
小
学
校

改
築
基
本
設
計
委
託
料
を
補
正
予
算
に

計
上
し
て
い
ま
す
。

教
育
関
係

９

任期満了に伴う潟上市教育委員会委員に淡路 徹氏（昭和大
久保字小橋）を任命し、同意されました。
同氏は、旧昭和町社会教育委員、合併協議会委員、秋田県

PTA連合会副会長など努めていました。

教育委員会委員に淡 路 徹氏（新任）

井川町・潟上市共有財産管理組合議会議員

任期満了に伴う人権擁護委員に佐藤小枝子氏（天王字上北
野）と千釜文夫氏（天王字二田）を推薦し、同意されました。

任期満了に伴う井川町・潟上市共有財産管理組合議会議員
に次の方々が選出されました。

●鎌　田　　　久氏
●土　肥　茂　宏氏
●佐　藤　傳一郎氏
●伊　藤　栄　悦氏

６月26日、石川市長か
ら鐙利行氏に辞令交付が
行われ、同日をもって助
役に就任しました。
席上、石川市長は「1年

２カ月にわたり空席とな
っていたが、６月議会で満場一致で同意を得て、潟上市初代助
役が誕生した。まずは各部課の課題の掌握に努め、潟上市発展
のためにがんばってほしい」と激励しました。
これを受けて鐙利行氏は「浅学非才の身でありますが、石川

市長をサポートし、誠心誠意、努めていきたい」と意欲を述べ
ました。

人権擁護委員に
佐藤小枝子氏・千釜文夫氏を推薦

潟
上
市
助
役
に

鐙
あ
ぶ
み

利と

し

行ゆ

き

氏

６月定例市議会から

飯田川和田妹川

飯田川下虻川

飯田川下虻川

飯田川飯塚

議
員
発
議

「
男
女
共
同
参
画
か
た
が
み
宣
言（
案
）」を
可
決

市
議
会
最
終
日
の
二
十
三
日
、
議
員
四
氏
に
よ
る
議
員
発
議
と
し
て
、「
男
女

共
同
参
画
か
た
が
み
宣
言
に
関
す
る
決
議
」
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
宣
言
案
の
内
容
は
、『
性
別
を
超
え
　
世
代
を
超
え
　
地
域
を
越
え
　
あ

な
た
ら
し
さ
　
わ
た
し
ら
し
さ
を
尊
重
し
　
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
あ
い
　
と
も

に
生
き
る
ま
ち
　
自
ら
の
意
志
で
　
と
も
に
参
画
し
　
互
い
の
個
性
が
輝
く
　
心

豊
か
な
ま
ち
　
す
べ
て
の
人
が
い
き
い
き
と
暮
ら
し
　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
夢
が
広
が
る
ま
ち
　
潟
上
を
め
ざ
し
て
　
こ
こ
に
「
男
女
共
同
参
画
都
市
」

を
宣
言
し
ま
す
』
と
し
て
い
ま
す
。

助役就任
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少
子
高
齢
化
や
高
度
情
報
化
な
ど
、

わ
た
し
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情

勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
時
代
の
変
化
に
対
応
し
、
豊
か

で
活
力
あ
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た

め
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
で
は
市
民
一
人
ひ
と

り
が
性
別
に
関
わ
り
な
く
、
お
互
い
の

個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、
い
き
い
き
と

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
、
市
と
市
民
・
事
業
者
・
保
育

や
教
育
に
携
わ
る
み
な
さ
ん
と
協
働

で
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
、「
潟
上
市
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

条
例
の
構
成
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

今
年
３
月
28
日
、
県
内
市
町
村
に
先
駆
け
て
『
潟
上
市
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
〜
ハ
ー
ト
フ
ル
か
た
が
み
条
例
』
が
制
定
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
条
例
の
主
な
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

vol.1

な
ぜ
条
例
が
必
要
な
の
で

し
ょ
う
？

条
例
の
構
成

前　文

潟上市男女共同参画推進条例の構成

第２章　基本的施策

第３章　性別による人権侵害の禁止

第４章　潟上市男女共同参画推進審議会

第１章　総　則

目的(第1条)

定義(第2条)

基本理念(第3条)

責務(第4～7条)

(第8～16条)

(第17条･第18条)

(第19条)

「
広
報
か
た
が
み
」
で
は
、
男
女
共
同
参
画
を
推

進
す
る
た
め
、
今
号
か
ら
「
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
け
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
情
報
を
毎
月
一
日
号

で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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男女共同参画推進条例

男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い
く

た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
次
の

７
項
目
で
す
。

１．

男
女
の
基
本
的
人
権
の
尊
重

個
人
と
し
て
の
尊
厳
を
重
ん
じ
、

男
性
も
女
性
も
個
性
を
尊
重
し
、
能

力
を
発
揮
す
る
機
会
を
確
保
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

２．

社
会
制
度
・
慣
行
の
中
立
化

性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担

意
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
よ
う
、
社
会

制
度
や
慣
行
の
あ
り
方
を
見
直
し
ま

し
ょ
う
。

４．

家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と

他
の
活
動
の
両
立

家
族
を
構
成
す
る
男
女
が
お
互
い

に
協
力
し
、
社
会
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
豊
か
な
家
庭
生
活
を
送
り
つ
つ
、

社
会
生
活
に
お
け
る
活
動
と
両
立
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

６．

あ
ら
ゆ
る
暴
力
的
行
為
の
根
絶

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

ど
、
身
体
的
・
精
神
的
苦
痛
を
与
え
る

暴
力
的
行
為
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

５．

生
涯
に
わ
た
る
性
と
生
殖
に

関
す
る
健
康
と
権
利
の
尊
重

男
女
が
お
互
い
の
か
ら
だ
の
違
い

に
つ
い
て
理
解
・
尊
重
し
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
健
康
な
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
妊
娠
・
出
産
に
関
し
て
お

互
い
に
よ
く
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

３．

政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の

共
同
参
画

男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と

し
て
、
様
々
な
方
針
の
決
定
過
程
に

参
画
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

７．

国
際
的
協
調

国
際
社
会
の
取
り
組
み
に
協
調
し
、

そ
の
動
向
に
配
慮
し
て
進
め
ま
し
ょ

う
。

７
つ
の
基
本
理
念
（
第
３
条
）

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め

に
、
市
と
市
民
・
事
業
者
・
教
育
に

携
わ
る
み
な
さ
ん
と
協
働
し
て
取
り

組
む
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
果
た
す

べ
き
責
務
を
定
め
ま
し
た
。

み
ん
な
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
（

第
４
条
〜
第
７
条
）

基本理念に基づき、男女共同参

画の推進に関する施策を策定・実

施します。

国や他市町村、市民や事業者、

保育や教育に携わるみなさんと協

力して取り組みます。

市は…

職場において、男女が対等なパ

ートナーとして、ともに参画し、

能力が発揮できる体制を整えまし

ょう。市が実施する施策に協力し

ましょう。

事業者の
みなさんは…

男女共同参画に関して理解を深

め、市の施策に協力し、職場・家

庭・学校・地域等あらゆる場で男

女共同参画の推進に努めましょ

う。

市民の
みなさんは…

基本理念に配慮し、性別にとら

われず個性を尊重し能力が発揮さ

れるよう、教育・学習の充実を図

りましょう。市が実施する施策に

協力しましょう。

保育や教育に
携わるみなさんは…
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男女共同参画推進条例

次
の
よ
う
な
性
別
に
よ
る
人
権
侵
害

を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
計
画
の
策
定

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
施
策
を
総
合

的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
計
画
を

策
定
し
、
公
表
し
ま
す
。
計
画
を
策
定
す

る
と
き
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を

生
か
す
た
め
に
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
、

男
女
共
同
参
画
推
進
審
議
会
の
意
見
を
聴

き
ま
す
。

家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
他
の

活
動
の
両
立
支
援

家
庭
生
活
（
家
事
や
育
児
、
介
護
な
ど
）

と
地
域
等
に
お
け
る
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
学
習
活
動
な
ど
）
を
両
立
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

調
査
研
究

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
施
策

を
策
定
し
、
実
施
し
て
い
く
た
め
に
、
情

報
収
集
や
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

年
次
報
告

男
女
共
同
参
画
の
推
進
状
況
や
施
策
の

実
施
状
況
を
、
毎
年
公
表
し
ま
す
。

苦
情
及
び
相
談
へ
の
対
応

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
男
女
共
同
参
画

の
推
進
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
苦
情

の
申
し
出
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
性
別
に

よ
る
差
別
的
な
取
り
扱
い
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
暴
力
的
行
為
を
受

け
た
場
合
な
ど
、
相
談
を
受
け
付
け
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

推
進
体
制
の
整
備

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関

す
る
施
策
を
総
合
的
・
効
果
的
に
実
施
す

る
た
め
、
推
進
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

教
育
や
広
報
活
動
の
充
実

市
民
の
み
な
さ
ん
に
男
女
共
同
参
画
を

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
学
校
教
育
や
社

会
教
育
、広
報
活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

施
策
の
策
定
や
実
施
に
あ
た
っ
て
の
配
慮

市
が
策
定
す
る
施
策
や
そ
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
基
本
理
念
の
反
映
に
努
め
る

と
と
も
に
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
が
図

ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

積
極
的
改
善
措
置

市
が
設
置
す
る
審
議
会
や
委
員
会
等
の

委
員
を
任
命
す
る
と
き
は
、
で
き
る
限
り

男
女
の
均
衡
を
図
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

積
極
的
改
善
措
置
と
は
？

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
い
っ
て
、

男
女
の
数
に
著
し
い
格
差
が
あ
る
場
合
、

必
要
な
範
囲
内
で
ど
ち
ら
か
一
方
に
対
し

て
、
参
画
す
る
機
会
を
積
極
的
に
提
供
す

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

市
の
基
本
的
施
策
は
？

（

第
８
条
〜
第
16
条
）

こ
の
よ
う
な
行
為
は
禁
止

で
す
。（
第
17
条
・
第
18
条
）

昨
年
度
、
公
募
で
集
ま
っ
た
市
民

の
み
な
さ
ん
で
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
条
例
と
計
画
の

内
容
に
つ
い
て
研
究
会
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「『
男
女
共
同

参
画
』
と
い
う
言
葉
を
も
っ
と
親
し

み
や
す
く
、
言
い
や
す
い
言
葉
に
変

え
て
、
条
例
や
計
画
の
愛
称
に
し
て

は
…
」
と
い
う
ご
意
見
の
も
と
に
、

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
考
案
し
た

ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
。

〃
ハ
ー
ト
フ
ル
〃
に
は
、「
心
の
こ
も

っ
た
」「
愛
情
に
あ
ふ
れ
た
」
と
い
う

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

条
例
の
愛
称
は
、『
ハ
ー
ト

フ
ル
か
た
が
み
条
例
』
で
す

◆
性
別
に
よ
る
差
別
的
な
取
り
扱
い

◆
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

◆
男
女
間
に
お
け
る
暴
力
的
行
為

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

な
ど
）

広
く
公
衆
に
情
報
を
提
供
す
る
場
合

は
、
性
別
に
よ
る
差
別
的
な
取
り
扱
い

や
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
な
ど
を
連

想
さ
せ
る
表
現
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮

し
ま
し
ょ
う
。このコーナーについてのご感想やご意見、こん

なことをやって欲しい、こんな事業があったら参加
したいなど、男女共同参画について市民みなさんの声
をお寄せください。お待ちしてます。

潟上市教育委員会幼児教育課
q877－7804／FAX877－3800
E-mail：
youjikyouiku@city.katagami.

akita.jp

みなさんの声を
お聞かせください…

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

な
く
し
ま
し
ょ
う

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す

る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
基
本
的
施
策

に
取
り
組
み
ま
す
。



六
月
十
七
日
、
第
一
回
潟
上

市
市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー
が
、
羽

城
中
学
校
視
聴
覚
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
の
二
部
構
成
で
、
テ
ー
マ

は
「
女
性
に
と
っ
て
美
し
く
、

健
や
か
に
生
き
る
と
は
」。
秋

田
大
学
産
婦
人
科
教
授
の
田
中

俊
誠
氏
に
よ
る
講
演
で
は
、

「
女
性
の
大
半
は
、
適
正
体
重

な
の
に
太
っ
て
い
る
と
思
い
こ

ん
で
い
て
、
み
ん
な
や
せ
た
い

と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
過

激
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
、
卵
巣
機

能
が
壊
れ
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
が

出
な
く
な
り
、
骨
も
も
ろ
く
な

る
し
、
何
よ
り
女
性
ら
し
さ
が

失
わ
れ
ま
す
。
若
い
女
性
に

『
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
き
っ
か
け

は
？
』
と
聞
く
と
ほ
と
ん
ど
の

人
が
『
お
母
さ
ん
の
よ
う
に
な

り
た
く
な
い
か
ら
…
』
と
答
え

る
そ
う
で
す
が
、
脂
肪
は
女
性

ホ
ル
モ
ン
を
作
る
機
能
が
あ
る

の
で
、
中
高
年
は
少
し
太
っ
て

い
る
方
が
健
康
な
の
で
す
」
と

わ
か
り
や
す
く
話
さ
れ
ま
し

た
。
美
し
く
な
る
た
め
の
ダ
イ

エ
ッ
ト
で
女
ら
し
さ
が
失
わ
れ

る
と
し
た
ら
元
も
子
も
な
い
で

す
ね
。

幸
福
の
価
値
観
と
健
康
の
大

切
さ
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
た
今
回
の
セ
ミ

ナ
ー
。
や
せ
す
ぎ
ず
、
太
り
す

ぎ
ず
の
『
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

生
活
』
を
意
識
す
る
こ
と
が
、

家
族
み
ん
な
の
健
康
に
つ
な
が

り
ま
す
。

六
月
八
日
、
市
で
は
、
要
保

護
児
童
に
対
す
る
共
通
認
識
を

深
め
、
個
々
の
子
ど
も
や
家
庭

に
効
果
的
な
援
助
を
め
ざ
し

て
、
潟
上
市
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
を
設
立
し
ま
し

た
。こ

の
協
議
会
は
、
児
童
虐
待

や
非
行
児
童
な
ど
の
要
保
護
児

童
へ
の
対
策
を
進
め
る
た
め
、

関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
と
情
報
交
換
を
図
り
、
発

見
・
対
応
の
検
討
な
ど
を
主
な

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
県
中
央
児
童
相
談

所
や
市
福
祉
事
務
所
、
五
城
目

警
察
署
、地
区
民
生
児
童
委
員
、

小
中
学
校
の
各
代
表
者
十
六
人

が
列
席
。
は
じ
め
に
委
嘱
状
交

付
が
行
わ
れ
、
石
川
市
長
は

「
幼
児
・
児
童
が
巻
き
込
ま
れ

る
事
件
や
事
故
が
、
県
内
で
も

発
生
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
育
め
る
環
境
整
備

に
努
め
る
た
め
、
教
育
・
行

政
・
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

会
長
・
副
会
長
の
選
任
で

は
、
会
長
に
飯
田
川
小
学
校
長

の
佐
藤
卓
男
氏
、
副
会
長
に
昭

和
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会

会
長
の
関
谷
勇
二
氏
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
協
議
で
は
市
内
の

児
童
相
談
な
ど
の
現
状
報
告
を

受
け
、
今
後
の
要
保
護
児
童
へ

の
対
応
策
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
ま
し
た
。

13

第
１
回
市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー

あ
な
た
は
健
康
を

意
識
し
て
い
ま
す
か
？

要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
を
設
立

総合司会を務めた
AKT製作部長の石塚真人氏

コーディネーターは
南秋田整形外科の小玉弘之先生

パネリストの
潟上市婦人会会長の小玉喜久子先生

パネリストの
男鹿南秋医師会会長・神田医院の
神田仁先生

パネリストの
ORAE常務取締役　関口久美子先生

▲関係機関のネットワーク構築と情報交換を図る
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▲オラホの選手の応援に一段と熱が入ります。ここはメイドカフェ??

▲肩をよせあっていつもよりカタ～～イきずな(ひも)で結ばれてます

▲イチ、ニ、イチ、ニで合うはずなんだけど…

▲お母さんと一緒のマスゲーム、とても上手にできました ▲堂々と入場行進する元木チアガールズのみなさん

▼テントの中はいつも笑い声がいっぱい
でした

▲余裕の
笑顔では

ないんで
す、必死

なんです

●総合成績
優　勝…下　　町 60点
準優勝…四季の街 50点
第３位…野　　村 50点
第４位…川　　向 37点
第５位…宮 の 前 34点
第６位…上　　町 30点

●応援賞
最 優 秀 賞…元木
アイデア賞…豊川２区

（岡井戸、船橋、槻木、荒屋）
ユーモア賞…古川、天神下

昭和地区
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▲見事優勝!! 14区のみなさん

▲力自慢が集う「篭かつぎ
リレー」

▲宝ものゲット
したよ～

絶好の運動会日和となった６月11日、飯田川
地区は飯田川小学校グラウンド、昭和地区は元
木山陸上競技場を会場に「第２回潟上市市民運
動会」が行われました。
両地区合わせて約1,500人が参加し、地域ごと
に分かれ、力を合わせて各種目を楽しみました。
笑顔がいっぱいの１日をスナップで紹介します。

●総合成績
優　勝…14区 209点

（飯塚浜上、飯塚浜下）
準優勝…２区 208点

（羽立２、羽立３）
第３位…９区 206点

（妹川浜）

●応援賞
２区（羽立２、羽立３）
４区（中町１、中町２）
９区（妹川浜）

▼

さ
あ
、
行
ぐ
ど
！
「
君
と
い
つ
ま
で
も
」

▼

力
が
入
り
ま
す
！
「
よ
こ
綱
引
き
」

▲タガが勝手に転がっていくー（ナツメロリレー・タガまわし）
▲「右・左・右・左」息を合わせて百足競争

飯田川地区

▲秋田わか杉国体マスコット「スギッチ」も飯田川
・昭和両地区の入場行進に参加。どんなに暑くて
も笑顔のスギッチ
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総合政策課広報統計班（�878－9802）

ホットな話題を

どしどしお寄せください。

八郎湖クリーンアップ作戦
きれいな八郎湖を願って
市民約1，300人が清掃活動

みんながはずむ３Ｂ広場
親子でダンスやゲームに
心地よい汗

天王盆栽会
自慢の盆栽を展示し
市民交流を図る

八郎湖水質対策連絡協議会が主催する「八郎湖クリーンアップ作戦」が、６月４
日、八郎湖周辺７市町村で一斉に行われました。
このクリーンアップは、「とりもどそう　きれいな八郎湖」をスローガンに、昭和
57年から始まり、八郎湖の水質汚染防止と環境保全を目的としています。
当日は、昭和地区・飯田川地区が早朝５時、天王地区が早朝６時に各自治会や消
防分団、市職員、一般市民など総勢1，328人が参加。参加者らはごみ袋を手に、約
１時間にわたり堤防周辺の空き缶やビンなどのごみを拾い集めました。
また、今年も廃タイヤや家電製品、廃材など悪質な不法投棄も見られ、参加者ら
は「まだマナーを守らない不法な投棄がある。きれいな八郎湖を市民みんなで守る
ことが大切だと思う」などと感想を話し、早朝にさわやかな汗を流していました。

６月17・18日、天王盆栽会（会長　佐々木勇蔵）による第９
回盆栽展示会が、天王グリーンランドを会場に行われました。
展示会には、会員19人が丹誠込めて育てた五葉松やさつき
などの盆栽19作品を展示。2日間にわたり、市民や天王グリ
ーンランドを訪れた観光客など、大勢の見学者が訪れては、
盆栽談義に花を咲かせていました。
佐々木会長は「毎年、この展示会は会員の励みであり、多
くの人との交流になっている。道の駅には、市外から訪れる
方も多く、市のPRになれたらうれしい」と笑顔で話していま
した。

全国一斉「あそびの日」キャンペーン期間中の５月28日、
３Ｂ体操を楽しむ「みんながはずむ３Ｂ広場」が、天王公
民館で行われました。３Ｂ体操は、ボール、ベル、ベルタ
ーを使って音楽に合わせて行う健康体操です。
この日は、小学校低学年までの親子など約50人が市内外
から参加。日本３Ｂ体操協会秋田県支部秋田男鹿南秋グル
ープ指導のもと、ダンスやゲームでスキンシップを図り、
楽しい時間を過ごしました。

ト
ラ
ッ
ク
に
は
ご
み
の
山
・
山
…

多
く
の
市
民
が
参
加
し
、
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
に
汗
を
流
す

▲
▲

自
慢
の
盆
栽
を
前
に
記
念
ス
ナ
ッ
プ

▲

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て

楽
し
い
ダ
ン
ス
！

３つの補助用具を使います

▲

▲
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みんなの登校日
豊川小児童が日本の心「茶会」を体験

潟上市連合婦人会通常総会
140人が参加し活発な交流

県体育指導委員功労者表彰
功労表彰に小林悟氏（昭和大久保）

開かれた学校づくりをめざす「みんなの登校日」が、６月中に市内の各
小中学校で行われました。
これは、地域の教育力を活用し、子どもたちの学習や部活動、学校の安
全対策などの支援を行う「ハロースクール運動」の一環として、県内すべ
ての学校で行われています。市内の幼保・小中学校でも、それぞれに特色
ある行事が行われました。
そのうち、６月15日、豊川小学校（校長　吉原恵子）では、昭和川向の
小松トシ子さん・昭二郎さんのお二人を講師に招き、児童らが茶道体験を
行いました。
表千家都流の師範として活躍されている小松さんが、茶道の作法やお茶
の心を指導。児童らは真剣な表情でお茶をたて、お客さんをもてなすとき
の話し方や作法を学び、緊張しきりでした。
小松さんは「市民の私たちがもっているものを、将来ある子どもたちに
伝えていきたい」と熱心に指導していました。

５月30日、平成18年度潟上市連合婦人会通常総
会が、飯田川公民館で行われ、約140人の会員が
参加しました。
総会では、はじめに小玉喜久子会長が「学習と
実践の団体として楽しく活動し、文化の薫る潟上
市づくりに力を合わせていきましょう」とあいさ
つ。続いて、石川光男市長、藤原幸作市議会議長、
こだま祥子県議会議員が祝辞を述べました。
議事に入り、平成17年度事業経過・収支決算報
告、平成18年度重点目標、事業計画や収支予算な
どについて話し合われ、承認されました。
総会のあと行われた研修会では、中央さわやか
教室主任・専任指導員の古谷次男氏（天王字追分）
を講師に迎え、「『昔なつかし、ふるさとの秘話』＆
『婦人会活動』」と題した講演がありました。会場
は古谷氏の軽快な語りに笑いが絶えませんでした。

５月20日・21日、第49回秋
田県体育指導委員研究大会が大
仙市で開催され、席上、小林悟
氏（昭和大久保）が体育指導委
員功労者表彰に輝きました。
小林氏は、平成８年から旧昭
和町体育指導委員として活躍。
各種社会体育行事の企画立案に
積極的に参画し、地域住民への
スポーツの普及やニュースポー
ツの紹介など、スポーツの振興、
発展に尽力されています。

知的障害者通所更正施設
「南秋つくし苑天王分場」
（天王字羽立片山）では、県
共同募金会の「赤い羽根共
同募金」配分事業として施
設改修工事が行われました。
同施設は、平成16年４月に旧天王町の施設（湖岸ことぶき荘）を改
修して開苑。市内外から知的障害者が通所しています。改修工事は、
平成17年度共同募金のうち、平成18年度配分事業（170万円）として、
総事業費278万７千円で屋根改修工事・外壁塗装工事を実施し、通所者
の快適な施設環境整備が図られました。

南秋つくし苑天王分場
赤い羽根共同募金の
支援で施設改修

▲日本の伝統文化を体験し、豊かな心を育む

活
動
の
方
針
や
目
標
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た

▲

▲小林　悟氏



新
体
操

個
人
総
合
　
　
佐
藤
　
瑞
穂

個
人
ロ
ー
プ
　
佐
藤
　
瑞
穂

個
人
フ
ー
プ
　
佐
藤
　
瑞
穂

陸
上
男
子

１
年
100
ｍ
　
　
江
口
　
大
介

３
年
100
ｍ
　
　
石
川
　
　
舜

共
通
200
ｍ
　
　
石
川
　
　
舜

共
通
800
ｍ
　
　
舘
岡
　
誠
也

走
り
高
跳
び
　
菅
原
　
敬
弥

陸
上
女
子

１
年
100
ｍ
　
　
菅
原
　
知
恵

走
り
幅
跳
び
　
佐
藤
　
二
葉

走
り
高
跳
び
　
菅
原
　
紗
弥

【
天
王
中
学
校
】

●
団
　
体

優
　
勝
　
サ
ッ
カ
ー
、
柔
道

女
子
、
剣
道
女
子

準
優
勝
　
卓
球
男
子

第
３
位
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
男
子

●
個
人
優
勝

柔
道
男
子

３
年
48
㎏
級
　
櫻
庭
　
竜
太

２
年
48
㎏
級
　
三
浦
　
雄
馬

２
年
55
㎏
級
　
藤
原
　
勇
輝

柔
道
女
子

44
㎏
級
　
　
江
畠
　
茉
由

48
㎏
級
　
　
鈴
木
　
華
子

52
㎏
級
　
　
藤
原
　
真
輝

57
㎏
級
　
　
渡
部
　
成
美

63
㎏
級
　
　
加
藤
　
未
来

剣
道
女
子

藤
原
　
明
莉

【
天
王
南
中
学
校
】

●
団
　
体

優
　
勝
　
陸
上
女
子

準
優
勝
　
剣
道
男
子
、
剣
道

女
子
、サ
ッ
カ
ー
、

陸
上
男
子

第
３
位
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女

子
Ａ
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
女
子
Ｂ

●
個
人
優
勝

陸
上
男
子

２
年
100
ｍ
　
　
安
田
　
海
斗

共
通
400
ｍ
　
　
鍬
崎
　
竜
誠

１
年
1500
ｍ
　
　
柏
木
　
昴
也

共
通
3000
ｍ
　
　
鍬
崎
　
竜
誠

共
通
110
ｍ
Ｈ
　
石
山
　
達
也

共
通
走
り
幅
跳
び浅

野
　
　
亘

低
学
年
400
ｍ
リ
レ
ー

（
石
川
・
真
壁
・
成
田
・
安
田
）

共
通
400
ｍ
リ
レ
ー

（
岩
谷
・
安
田
・
小
野
・
浅
野
）

陸
上
女
子

３
年
100
ｍ
　
　
中
川
　
理
奈

２
年
100
ｍ
　
　
佐
藤
　
弘
美

共
通
200
ｍ
　
　
中
川
　
理
奈

共
通
800
ｍ
　
　
三
浦
悠
理
子

共
通
1500
ｍ
　
　
三
浦
悠
理
子

１
年
1500
ｍ
　
　
武
藤
　
菜
奈

共
通
４
種
競
技

齊
藤
　
知
絵

共
通
100
ｍ
Ｈ
　
嶋
崎
　
恭
子

共
通
砲
丸
投
げ

加
賀
谷
志
保

低
学
年
400
ｍ
リ
レ
ー

（
村
沢
・
嶋
崎
・
三
沢
・
嵯
峨
）

共
通
400
ｍ
リ
レ
ー

（
加
賀
谷
・
佐
藤
・
齊
藤
・
中
川
）

●
男
鹿
市
・
潟
上
市
・
南
秋
田
郡

中
学
校
総
合
体
育
大
会

（
６
月
17
日
）

ラ
グ
ビ
ー

準
優
勝
　
　
天
王
南
中
学
校
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第58回潟上市・南秋田郡中学校総合体育大会が、６月17日・18日
の両日、潟上市と南秋田郡内の各会場で行われました。
羽城中・天王中・天王南中の生徒たちは、日頃の部活動で鍛えた
力と技を発揮し、数々の好成績を残しました。
（団体は第3位入賞以内、個人は１位入賞のみ掲載。敬称略）

●
第
１
回
「
か
た
が
み
カ
ッ
プ
」

潟
上
市
中
学
校
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

主
催
・
潟
上
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

（
会
場
・
潟
上
市
天
王
総
合
体
育
館
）

【
中
学
校
の
部
（
５
月
20
・
21
日
）】

〈
男
子
〉

優
　
勝
　
鷹
巣
中
／
準
優
勝
　
山
王
中

第
３
位
　
天
王
中
／
第
４
位
　
羽
城
中

第
５
位
　
秋
田
西
中

〈
女
子
〉

優
　
勝
　
三
戸
中
（
青
森
）
／
準
優
勝

男
鹿
東
中
／
第
３
位
　
天
王
南
中
／
第

４
位
　
天
王
中
／
第
５
位
　
羽
城
中

【
ミ
ニ
バ
ス
の
部
（
５
月
27
・
28
日
）】

〈
男
子
〉

優
　
勝
　
大
久
保
／
準
優
勝
　
日
　
新

第
３
位
　
天
　
王
／
第
４
位
　
外
旭
川

第
５
位
　
船
　
越

〈
女
子
〉

優
　
勝
　
大
久
保
／
準
優
勝
　
東
　
湖

第
３
位
　
出
　
戸
／
第
４
位
　
天
　
王

第
５
位
　
豊
　
川
／
第
６
位
　
追
　
分

第
７
位
　
飯
田
川

【
羽
城
中
学
校
】

●
団
　
体

優
　
勝
　
野
球
、
剣
道
男
子

新
体
操

準
優
勝
　
柔
道
女
子
、
陸
上

女
子

第
３
位
　
サ
ッ
カ
ー
、
柔
道

男
子
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
女
子
、
陸
上

男
子

●
個
人
優
勝

柔
道
男
子

３
年
60
㎏
級
　
金
澤
　
瑛
希

３
年
81
㎏
級
　
二
田
　
健
史

２
年
90
㎏
級
　
菅
原
　
大
樹

柔
道
女
子

菅
原
　
陽
南

●
潟
上
市
・
南
秋
田
郡
学
童
相
撲
大
会

飯
田
川
小
が
団
体
優
勝
を
飾
る

第
32
回
潟
上
市
・
南
秋
田
郡
学

童
相
撲
大
会
が
、
６
月
24
日
、
五

城
目
町
を
会
場
に
行
わ
れ
、
団
体

戦
で
飯
田
川
小
学
校
が
見
事
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

個
人
戦
で
は
、
５
年
生
の
部
で

佐
藤
紀
幸
さ
ん
（
飯
田
川
小
）
が

準
優
勝
、
最
強
の
部
（
４
年
〜
６

年
）
で
北
條
大
紀
さ
ん
（
飯
田
川

小
）
が
第
３
位
に
入
賞
す
る
活
躍

を
見
せ
ま
し
た
。

な
お
、
飯
田
川
小
団
体
は
、
７

月
23
日
に
鹿
角
市
で
行
わ
れ
る
第

33
回
全
県
学
童
相
撲
大
会
に
出
場

し
ま
す
。

第
32
回
全
国
中
学
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権

大
会
が
、
６
月
10
日
・
11
日
の
両
日
、
茨

城
県
水
戸
市
を
会
場
に
行
わ
れ
、
本
県
代

表
と
し
て
出
場
し
た
保
坂
　
健
選
手
（
天

王
南
中
２
年
）
が
見
事
第
３
位
に
入
る
活

躍
を
見
せ
ま
し
た
。

全
国
の
強
豪
選
手
が
集
う
本
大
会
で
、

男
子
59
㎏
級
に
出
場
し
た
保
坂
選
手
は
、

２
回
戦
で
優
勝
候
補
を
相
手
に
惜
敗
し
ま

し
た
が
、
復
活
戦
で
は
４
戦
全
勝
を
飾
り
、

見
事
第
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
保
坂
選

手
は
「
今
大
会
で
は
、
グ
ラ
ン
ド
で
の
技

が
出
せ
な
か
っ
た
。
今
後
は
、
練
習
で
得

意
技
に
磨
き
を
か
け
て
、
全
国
優
勝
を
め

ざ
し
た
い
」
と
力
強
く
抱
負
を
話
し
て
い

ま
し
た
。

全
国
中
学
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

保
坂
　
健
選
手
（
天
王
南
中
）
が
全
国
３
位
に
輝
く

保
坂
　
健
選
手
（
天
王
南
中
）

▲
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相撲競技
（天王地区）

レスリング競技
（昭和・飯田川地区）

開催まであと455日

市では、平成19年の秋田わか杉

国体期間中に約680人の選手、監

督を民泊にて受入れます。

現在、国体実行委員会事務局で

は、各拠点施設ごとに、民泊協力

会立ち上げの具体的事項の説明会

を開催し、市民みなさんのご理解

とご協力をお願いしております。

７月は天王地区の自治会を重点的

に説明会を随時開催していきます。

各地区へ民泊の説明にうかがいます

民泊かたがみ
心ときめく
おもてなし

県民体育大会
レスリング競技大会

第57回

と　き●７月８日（土）・９日（日）

ところ●潟上市昭和体育館

★来年の国体に向けてレ

スリングの生の迫力を

体感してみませんか？

たくさんのみなさまの

ご来場をお待ちしてお

ります！

【お問い合わせは】

秋田わか杉国体

潟上市実行委員会事務局

�８７７－７８０７

民泊受入家庭
募集中！

地元選手を応援しよう！

６月24日・25日、潟上市昭和体育
館を会場に「第52回東北高等学校レ
スリング選手権大会」が開催されま
した。東北各県の代表選手約200人
が集結し、学校対抗戦、個人対抗戦
で熱戦を繰り広げました。
多くの地元選手が出場した中、学

校対抗戦で優勝した秋田商業高校の
主力として、佐藤光大さん（３年・
飯田川下虻川）と三浦和也さん（同）
が活躍。また、三浦さんは、25日に
行われた個人戦60㎏級で見事優勝に
輝きました。
レスリングが盛んな潟上市。市内

からたくさんの観客が会場に足を運
び、一生懸命に戦う選手たちに大き
な声援や拍手を送っていました。

本大会に向けて着々と準備中！
この大会は、来年行われる秋田わか杉国体
の関連大会として行われました。羽城中学校、
秋田西高校の生徒や市職員などが、試合の進
行、会場整理やアナウンスなどを務めました。
東北大会という大きな大会で経験したこと
を生かし、今後も実務経験を重ね、本大会が
成功するよう準備を進めていきます。

秋田わか杉国体関連大会
第52回東北高等学校レスリング選手権大会

潟上市で開催

▲個人戦60kg級優勝の三浦和也さん（上） ▲24日、アナウンスを務めた羽城中放送部の４人

力
強
く
選
手
宣
誓
を
す
る
秋
商
レ
ス
リ
ン
グ
部

主
将
佐
藤
光
大
さ
ん

▲



昔
か
ら
庭
木
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
「
マ
ツ
」
が
大
変
な
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
潟
上
市
内
の
各
所
で
枯
れ
た
松
の
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
松
く
い
虫
の
被
害
に
よ
る
も
の
で
す
。

松
く
い
虫
と
は
、
松
に
害
を
与
え
る
虫
を
ま
と
め
た
呼
び
名
で
「
マ
ツ
ノ

ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
」
と
「
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
」
を
指
し
ま
す
。
マ
ツ

ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
は
体
長
１
ミ
リ
に
満
た
な
い
小
さ
な
虫
で
す
。
松
の
幹

に
入
り
込
ん
で
増
え
、
枯
ら
し
ま
す
。

市
の
木
「
ク
ロ
マ
ツ
」
の
松
く
い
虫
の
薬
剤
防
除
は
今
が
適
期
で
す
。
枯

れ
た
松
は
早
め
に
伐
採
す
る
な
ど
、
庭
木
の
松
は
個
人
個
人
で
守
り
ま
し
ょ

う
。
伐
採
し
た
木
の
処
理
や
使
用
す
る
薬
剤
に
つ
い
て
は
、
生
活
環
境
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
…
潟
上
市
生
活
環
境
課
（
q
８
７
７
―
７
８
０
２
）

現
在
、
松
く
い
虫
被
害
の

対
策
と
し
て
は
、
樹
幹
注
入

や
薬
剤
散
布
、
除
間
伐
・
樹

種
転
換
な
ど
の
予
防
対
策
が

あ
り
ま
す
。

樹
幹
注
入
は
、
松
に
直
接

「
薬
剤
」
を
注
入
し
、
線
虫

（
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
）

が
潜
伏
で
き
な
い
よ
う
に
、

あ
ら
か
じ
め
健
全
な
松
を
育

成
す
る
方
法
で
す
。
実
施
時

期
は
、
秋
頃
か
ら
春
に
か
け

て
行
わ
れ
ま
す
。

薬
剤
散
布
は
、
殺
虫
剤
を

直
接
松
に
散
布
す
る
も
の
で

す
。
現
在
は
、
生
活
環
境
や

自
然
環
境
に
や
さ
し
い
薬
剤

も
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

除
間
伐
・
樹
種
転
換
は
、

松
く
い
虫
被
害
を
広
げ
な
い

よ
う
に
松
を
伐
採
し
た
り
、

松
に
か
わ
る
樹
木
を
植
栽
す

る
方
法
で
す
。
た
だ
し
、
こ

の
方
法
に
は
多
額
の
費
用
と

労
働
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

個
人
で
予
防
す
る
方
法
と

し
て
は
、
枝
や
草
を
刈
り
取

り
不
用
木
や
枯
れ
た
木
を
取

り
除
く
な
ど
、
健
全
な
松
を

育
成
す
る
こ
と
で
す
。
線
虫

や
昆
虫
（
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ

ミ
キ
リ
）
が
入
り
に
く
い
健

全
な
松
を
育
て
、
松
林
を
整

備
す
る
こ
と
が
、
一
番
大
切

な
予
防
策
と
い
え
ま
す
。

松
く
い
虫
の

予
防
方
法
は
？

老人医療の限度額適用・標準負担額減額認
定申請のお知らせ(住民税非課税世帯のみ)

認定証の更新（基準日）は、毎年８月１日となっ

ています。

住民税非課税世帯の老人保健医療受給者が入院し

た場合、この認定証を病院等に提示することにより、

一部負担金の限度額及び入院時の食事代が減額され

ます。平成18年度（17年中）の所得にかかる住民

税が非課税（世帯全員）であると該当になります。

該当する方には、７月末までに申請書と認定証を

一緒に郵送いたします。

お問い合わせは…潟上市市民課国保年金班まで

福祉医療費受給者証の交付(更新)のお知らせ

福祉医療費受給者証の更新（基準日）は８月１日

（一部２年更新または無期限）となっています。

今年度からは、先に提出していただいている福祉

医療費自動更新申請書または福祉医療費受給者証交

付（更新）申請書（新規の方）により、毎年の更新

申請の手続きが省略（自動更新）されます。

該当する方には受給者証を、該当しない方にはそ

の旨の通知を７月末までに郵送いたします。

また、所得課税証明書が必要な方（１月１日以降

の転入または市外在住者）、または市・県民税の申

告をされていない方には、別途お知らせします。

現在、お持ちの受給者証が「無期限」または「平

成19年７月31日まで」となっている方は、そのま

まご使用ください。

市民課から(q877-7801)

20
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お問い合わせは…
潟上市健康課　　　　　（q８５５－５１１５）
天王保健センター　　　（q８７８－６５７０）
飯田川保健福祉センター（q８５５－５１８０）

健康課

乳幼児健診日程表

※　受付時間は12時30分から13時までです。
母子手帳・アンケート用紙は、必ず持ってきてください。アンケートはしっ
かり記入しましょう。

※　７月26日の健診は、子育てサポーターが託児しますので、利用される方は３
日前まで天王保健センターにご連絡ください。

※　持ってくるもの：母子手帳・予診票（予診票はしっかり記入しましょう）

７月 ４日(火) 乳児健診
平成１7年８・11月生

飯田川保健福祉センター
平成18年２月生

７月25日(火) ３歳半児健診
平成14年11・12月生

昭和公民館
平成15年１月生

〈昭和・飯田川地区にお住まいの方〉※会場をよくご確認ください。

予防接種日程表

保健福祉センター開放日

７月 ４日(火) 10時～12時　 天王保健センター

７月 ７日(金) 〃　 飯田川保健福祉センター

７月10日(月) 〃　 天王保健センター

７月14日(金) 〃　　 飯田川保健福祉センター

７月21日(金) 〃　　　 飯田川保健福祉センター

７月24日(月) 〃　　　　　　 天王保健センター

育児相談日

７月 ４日(火) 10時～12時 天王保健センター

７月21日(金) 〃　 飯田川保健福祉センター

月日(曜日) 時　　間 場　　　　　所

月日(曜日) 時　　間 場　　　　　所

月日(曜日) 対　　　象 受付時間 場　　所

月日(曜日) 健診名 対　　象 場　　所

月日(曜日) 健診名 対　　象 場　　所

７月25日(火) 天王保健センター

〈ＢＣＧ〉

７月 ５日(水) ４ヵ月児健診 平成18年２月生　　 天王保健センター

７月 ６日(木) ７ヵ月児健診 平成17年11月生　　 天王保健センター

７月11日(火) １歳半児健診　 平成16年11・12月生 天王保健センター

７月13日(木) 10ヵ月児健診 平成17年８月生　　　 天王保健センター

７月26日(水) ２歳半児歯科健診
平成15年12月生

天王保健センター
平成16年1月生

〈天王地区にお住まいの方〉

育児教室のお知らせ

市では、子どもさんをお持ちの方を対象に育児教室を行います。

ご希望の方は、開催日の3日前までに下記までお申込みください。

なお教室の間は、ボランティアが子どもさんのお世話をします。

生後３ヵ月から６ヵ月未満

までに１回接種します。
13時～14時

★ピヨピヨ教室（１歳未満のお子さんをお持ちの方が対象です）

７月７日(金) 「モグモグ！ごっくん！ 天王保健センター

10時～13時 離乳食クッキング」 （q878－6570）

月日（曜日） 内　　容 会場（申し込み先）

◆持ち物：子どもさんのお世話に必要なもの（ある方はおんぶひも）、エプロン、
三角巾、おしぼり、子どもさん用のスプーン

子

育
てを
応援します

!子

育
てを
応援します

!

潟上市にお住まいの妊婦さんを対象に「マタニティ教室」

を開催します。素敵なママになるために、かわいい赤ちゃん

を産むために、みなさんで一緒に学んだり、おしゃべりして

楽しい時間を過ごしませんか？

会場は天王保健センターになります。お申込みは、教室開

催日の５日前までご連絡ください。

お申込みは…天王保健センター（q８７８－６５７０）

「マタニティ教室」参加者を募集

月日（曜日） 内容・持ち物

７月20日�

10時～13時

７月28日�

10時～11時30分

８月２日�

10時～11時30分

マタニティクッキング
ママと赤ちゃんも元気！
お手軽鉄分たっぷり・体重管理バッチリメニュー！

持ち物～母子手帳・エプロン・三角巾

マタニティライフを楽しもう！
みんなでワイワイ♪カフェタイム

持ち物～母子手帳

助産師さんに聞いてみよう！　講師　鈴木　悠子先生
おいしいおっぱいがでるには？　簡単な妊婦体操

持ち物～母子手帳
動きやすい服装でいらしてください。

★のびのび教室（１歳以上のお子さんをお持ちの方が対象です）

７月３日(月)
お話「子どもが輝く

天王保健センター

10時～11時30分
幸せな子育て」

（q878－6570）
講師　若松　亜紀先生

８月８日(火) お話「ベテラン保育士さん 昭和公民館

10時～11時30分 から見た子どもたち･･･★」（健康課 q855－5115）

月日（曜日） 内　　容 会場（申し込み先）

◆持ち物：子どもさんのお世話に必要なもの
（飲み物・おしぼり・必要な方はおんぶひも）
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・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
様
々
な
分
野

で
、
豊
か
な
経
験
や
資
格
を
お
持
ち
の

方
や
、
外
国
籍
の
方
な
ど
で
、
各
国
の

言
語
や
食
文
化
な
ど
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
る
方
な
ど
を
登
録
し
、
指
導

者
・
講
師
を
必
要
と
す
る
個
人
や
団
体
、

学
校
や
行
政
機
関
に
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。
広
く
市
民
の
み
な
さ

ん
の
中
か
ら
人
材
を
募
集
し
、
登
録
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
様
々
な

学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

あ
な
た
の
持
っ
て
い
る
知
識
、
技
術
、

経
験
を
生
涯
学
習
の
た
め
に
生
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
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緒
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応
援
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。

★
人
材
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
方
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市
内
で
活
動
す
る
個
人
や
、
サ
ー
ク

ル
等
団
体
、
ま
た
は
学
校
等
の
希
望
に

よ
り
学
習
活
動
の
支
援
・
指
導
に
あ
た

り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
指
導
内
容
や
条

件
を
よ
く
話
し
合
い
、
お
互
い
が
了
承

し
た
上
で
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
必
ず
し
も
依
頼
が
あ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

原
則
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
い
ま

す
。
材
料
費
、
交
通
費
な
ど
の
経
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は

依
頼
者
が
負
担
し
ま
す
が
、
無
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酬
で

お
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い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
…
潟
上
市
生
涯
学
習

課
（
q
８
７
７
―
７
８
０
５
）

去
る
六
月
十
四
日
（
水
）
の
午
後
六

時
三
十
分
か
ら
、
天
王
公
民
館
主
催
の

「
ギ
タ
ー
教
室
（
初
心
者
対
象
）」
が
開

講
し
ま
し
た
。

毎
月
第
二
・
四
水
曜
日
の
午
後
六
時

三
十
分
か
ら
の
教
室
で
、
十
回
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

教
室
初
日
の
こ
の
日
は
、
ギ
タ
ー
の

音
合
わ
せ
か
ら
始
ま
り
、
ド
レ
ミ
フ
ァ

…
の
音
の
出
し
方
、
指
使
い
、
基
本
の

コ
ー
ド
（
和
音
）
な
ど
の
練
習
を
し
ま

し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
受
講
生
が
ギ
タ
ー

は
初
め
て
か
、
数
十
年
ぶ
り
に
さ
わ
る

と
い
う
方
た
ち
で
、
最
初
は
緊
張
し
た

面
持
ち
な
が
ら
、
熱
心
に
講
師
の
話
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
最
終
的
に
何
か
一
曲
、

自
分
で
弾
き
語
り
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
目
標
で
す
。
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分　野 指導の具体的な内容

文芸・美術 短歌、川柳、文学、書道、絵画、
水墨画、写真、押し花、盆栽等

芸能・生活 華・茶道、コーラス、琴、ピアノ、
ダンス、ギター、舞踊、子育て相談、
不登校アドバイザー、着付け、
フラワーアレンジメント、接客等

スポーツ 野球、サッカー、バスケット、バレー、
ラグビー、卓球、相撲、体操、
体力づくり等

その他 文化財、司会、地域社会、幼稚園教育、
男女共同参画等

「
生
涯
学
習
人
材

バ
ン
ク
登
録
者
」
を
募
集
中

「
生
涯
学
習
人
材

バ
ン
ク
登
録
者
」
を
募
集
中

天
王
公
民
館

『
ギ
タ
ー
教
室
』
開
講

▲茶道で日本文化を学ぶ ▲子育てを応援

昭
和
公
民
館

「
市
民
登
山
」
参
加
者
募
集

と
　
き
　
７
月
22
日
（
土
）

と
こ
ろ
　
乳
頭
山

昭
和
公
民
館
出
発

５
時
〜

参
加
費
　
２
、
０
０
０
円

（
高
速
代
・
入
場
料
等
）

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

お
申
込
み
は
…
昭
和
公
民
館
ま
で

（
q
８
７
７
―
５
１
３
０
）

▲市民がギターの弾き語りに挑戦



社
団
法
人
青
少
年
育
成
秋
田
県
民
会

議
「
設
立
四
十
周
年
記
念
式
典
」
が
、

五
月
二
十
六
日
、
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
を
会
場
に
開
か
れ
、
席
上
、
本
市
か

ら
青
少
年
育
成
潟
上
市
民
会
議
会
長
の

佐
藤
義
久
氏
（
昭
和
）
が
功
労
者
感
謝

状
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
氏
は
、
昭
和
五
十
一
年
か
ら
旧

昭
和
町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
長
に
就

任
さ
れ
、
昭
和
五
十
五
年
に
は
旧
昭
和

町
民
会
議
の
設
立
に
尽
力
。
同
年
か
ら

副
会
長
、
平
成
元
年
か
ら
同
会
長
と
し

て
青
少
年
の
健
全
育
成
推
進
運
動
に
努

め
、
合
併
後
の
平
成
十
七
年
か
ら
潟
上

市
民
会
議
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
八
年
度
県
民
会
議
会

長
表
彰
で
は
、
本
市
の
大
久
保
小
児
童

会
と
豊
川
小
児
童
会
が
、
Ｊ
Ｒ
大
久
保

駅
周
辺
に
花
植
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
す

る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
る
公
共
施
設
の

環
境
美
化
活
動
が
評
価
さ
れ
、
優
良
青

少
年
団
体
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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佐
藤
義
久
氏
（
昭
和
）
に
感
謝
状

大
久
保
小
児
童
会
・
豊
川
小
児
童
会
に
団
体
表
彰

青少年育成秋田県民会議

潟上市成人式
潟上市の成人式が、８月15日（火）に潟上市昭和

体育館を会場に開催されます。
市内在住の新成人の方には、個別に成人式のご

案内を送付しますが、就職や進学などで市外へ転
出（住民票の異動）されている方については送付
されない場合があります。
ご本人またはご家族の希望があれば、案内を送

付いたしますので、７月20日（木）までに生涯学習
課へご連絡ください。（対象者は昭和61年４月２
日～昭和62年４月１日生まれの方）

【生涯学習課】 (q８７７－７８０５)

●子ども会キャンプ
25日(火)～27日(木)２泊３日　保呂羽山少年自然の家

【昭和公民館】 (q８７７－５１３０)

●湖南大学(７月講座)13日(木)10時～
●ほうかご元気塾
５日・12日(各水曜日)15時～レイクプラザ
６日・13日(各木曜日)15時～豊川地区館

●土よう日元気塾 １日(土)10時～
●子育て講座　　　12日(水)10時～
●女性セミナー　　20日(木)10時～
●市民登山　　　　22日(土) 昭和公民館出発５時

【飯田川公民館】(q８７７－６７４４)

●ことぶき大学園
〔普通科〕 20日(木)近隣市町村施設見学

飯田川公民館　９時20分出発
〔軽スポーツ科〕 ７日・28日(各金曜日)

10時～グラウンドゴルフ場
〔書道科〕 11日・25日(各火曜日)10時～
●英会話教室 (初級) ６日(木)18時30分～

(中級) 20日(木)18時30分～
●少年少女発明クラブ ８日(土)13時～若竹児童センター
●絵手紙教室　　 18日(火)10時～
●KATAGAMIチャレンジキッズ
22日(土)９時30分～大森山動物園

【天王公民館】 (q８７８－４１１１)

●茶道教室 ４日・18日(各火曜日)10時～
●ギター教室
12日・26日(各水曜日)18時30分～

●やさしいハーモニカ
12日・26日(各水曜日)10時～

●楽しい押し花 18日(火)10時～
●松寿大学 20日(木)10時30分～
●ヨガ教室
４日・18日・25日(各火曜日)10時30分～

●お茶の間サロン
７日・14日・21日・28日(各金曜日)９時～

●子育て母親学級 26日(水)９時30分～
●未来講座 月末(詳細は後日)19時～

【図書館】 (q８７８－６６８８)

●夏休み名画劇場
「ミスター・インクレディブル」29日(土)13時30分～

【追分児童館】 (q８７３－４８８９)

●移動児童館(IN昭和中央児童館)
１日(土)14時～　折り紙、料理、アートフラワー

●スライム作り 15日(水)14時～
●七夕飾りづくり 15日(土)14時～
●交通安全マスコット作り 19日(水)16時～
●特大シャボン玉遊び 23日(日)15時～
●ジャガイモ掘り 29日(土)14時～

●生涯学習課７月行事●
※今月の公民館の休館日10日(月)

長
年
の
活
動
が
称
え
ら
れ
る

▲



C A L E N D A R

「海の日」にちなみ、水辺をフィールドとした海洋性スポー
ツをたくさんの方々に体験していただくため、マリンスポーツ
フェスティバルを開催いたします。
と　き ７月16日(日)９時～12時
ところ 市天王海洋センター艇庫
対　象 市内在住の小学生以上の方
参加費 無　料
内　容 カヌー、ヨット、カッター

お申込み・お問い合わせは…
潟上市教育委員会スポーツ振興課内・海洋クラブ事務局

（q877－7806）

７月16日「マリンスポーツフェスティバル」を開催

◆７月（JULY）の主な行事◆
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１ 土 第26回全日本学童軟式野球大会・秋田県大会
（開会式８時～長沼球場）

クリーンキャンペーンin出戸浜
（主催　エフエム秋田、９時～出戸浜海水浴場）

潟上市南秋田郡連合婦人会大会
（10時～飯田川体育館）

２ 日 犬のしつけ方教室
（９時30分～市役所昭和庁舎前広場）

３ 月 出戸浜海開き「安全祈願祭」（14時～かもめ荘）

社会を明るくする運動集会
（10時～市役所昭和庁舎）

４ 火

５ 水

６ 木 昭和東・昭和中央・昭和西保育園開放
（10時～11時）

７ 金 東湖八坂神社例大祭

８ 土 第57回県民体育大会レスリング競技
(開会式10時～９日、会場・昭和体育館)

飯田川芸文フェスティバル(10時～飯田川公民館)

わかたけまつり(９時15分～若竹幼児教育センター)

９ 日

10 月

11 火

12 水

13 木

14 金

15 土

16 日 マリンスポーツフェスティバル
（９時～天王海洋センター艇庫）

17 月 海の日（祝日）

18 火

19 水

20 木

21 金

22 土 小中学校夏休み

23 日 県消防協会・男鹿潟上南秋支部消防操法大会
（９時30分～井川中学校グラウンド）

24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

29 土

30 日

31 月

日 曜 行　　事　　予　　定

市では、人工透析（血液透析）を受けている方に、交
通費の一部を支援しています。下記の条件にすべて該当
する方が対象です。
対 象 者
①潟上市在住で、前年分の世帯全員の所得税合算額（1月
から６月までの間は前々年分）が12万円以下の方

②じん臓機能障害により身体障害者手帳１級の交付を受
けている方

③人工透析（血液透析）の通院加療を月８回以上受けて
いる方

④自分で、または家族などの送迎により通院加療を受け
ている方（無料送迎サービスを利用している方は対象
になりません）

支給金額 5,000円／月
支 給 月 ４～７月分は８月　８～11月分は12月

12～３月分は４月
申請書類 天王・飯田川庁舎総合窓口センターおよび

社会福祉課(昭和庁舎内)にあります。
※なお、４～７月分については８月に支給しますので、
８月10日(木)まで提出してください。

お問い合わせは…潟上市社会福祉課　(q855－5112)

社会を明るくする運動は、す
べての国民が犯罪の防止と罪を
犯した人たちの更正について理
解を深め、それぞれの立場にお
いて力を合わせ、犯罪や非行の
ない明るい社会を築こうとする
全国的な運動です。
次代を担う少年を非行から守

り、非行に陥った少年の立ち直
りを助けるため、地域に理解と
協力の輪を広げましょう。

お知らせ
社会を明るくする運動広報
ビデオ「二つの道」が放映
されます

◆放送予定日
７月18日(火)
10時25分～10時55分

◆放送局名
ＡＢＳ秋田放送

第26回
全日本学童軟式野球大会・秋田県大会

と　き　７月１日･２日･８日･９日
開会式　１日８時～・長沼球場

ところ 長沼球場、元木山球場、一向球場
人工透析を受けている方に
通院支援費を支給します

防災行政無線
7月３日からチャイムの放送時間が変わります

市では、7月３日(月)から午前６時に放送
している『市民歌(メロディー)』のチャイム
を、午後５時からの放送に変更します。
市民みなさんのご理解とご協力をお願い

します。

市民歌に関するお問い合わせは･･･
潟上市総合政策課（q878－9802）



「わかたけまつり」を開催します

若竹幼児教育センターでは、地域のみ
なさんと交流を図るため、バザーやアト
ラクションなどを企画しました。たくさ
んの方のご来場をお待ちしています。
と　き ７月８日(土)９時15分～
ところ 若竹幼児教育センター
内　容 バザー、出店、アトラクション
お問い合わせは…
若竹幼児教育センター（q877－4050）

天王地区保育園開放「らっこちゃん広場」

●追分乳児保育園、二田保育園

●追分保育園、湖岸保育園

お問い合わせは…
二田保育園　　（q878－3100）
湖岸保育園　　（q878－2230）
追分保育園　　（q873－5159）
追分乳児保育園（q873－2023）

「天王幼稚園・出戸幼稚園」開放日

●天王幼稚園「ミミーちゃんクラブ」

●出戸幼稚園「こっこちゃん広場」

お問い合わせは…
天王幼稚園　　（q878－2200）
出戸幼稚園　　（q878－4420）
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大正琴無料体験教室

楽器をやったことがない、楽譜が読め
ないという方でも大丈夫。お気軽にご参
加ください。大正琴を数台準備しますが、
参加人数によっては交代で使うことにな
りますので、古い楽器でもお持ちの方は
ご持参ください。
と　き ７月15日(土)・29日(土)

10時～12時
ところ 昭和公民館ホール
参加料 無　料
お申込み・お問い合わせは…

工藤志保（q877－6408）

八郎湖・霞ヶ浦
未来を築く子どもフォーラム開催

八郎湖の未来へ向けて活動を始める子
どもたちをぜひ応援してください。参加
費は無料です。
と　き ７月30日(日)

14時30分～17時15分
ところ 昭和公民館ホール
お問い合わせは…
秋田地域振興局地域企画課

（q860－3313）

「船川丸」体験乗船を開催します

実習船「船川丸」(488トン)が船川港
に回航されたのを記念して、一般の方を
対象に男鹿半島沖合までの体験乗船を実
施します。
と　き ７月17日(月)海の日

１回目 10時～12時
２回目 13時30分～15時30分

定　員 各回60人
申込期間 ７月３日(月)～12日(水)
定員になり次第締め切ります。
※対象は小学生以上で、小学生は必ず保
護者同伴で乗船してください。服装、
履物は動きやすいものを着用ください。

お申込み・お問い合わせは…
県立男鹿海洋高校事務室

（q0185－23－2321）

農業委員会「臨時職員」を募集

募集人員 １人
勤務場所 潟上市役所昭和庁舎内

農業委員会事務局
勤務内容 事務補助
勤務時間 ８時30分～16時15分まで

（１日７時間）
応募資格 昭和26年以降に生まれた方

（55歳以下）でパソコン操作
のできる方

任用期間 平成18年７月18日～
平成19年３月31日

賃　　金 １時間700円
申込期限 ７月10日(月)まで農業委員会

事務局に履歴書（写真添付）を
提出してください。

お申込み・お問い合わせは…
潟上市農業委員会事務局(q855－5122)

警察官Ｂ・女性警察官Ｂ募集

受験資格 昭和52年４月２日から平成
元年４月１日までに生まれた
方（ただし、大学卒業または
採用時までに卒業見込みの
方を除く）

試験の程度 高校卒業程度
受付期間 ７月18日(火)～８月４日(金)
第１次試験 ９月16日(土)・17日(日)
お問い合わせは…
秋田県警察本部警務課（q863－1111）
採用フリーダイヤル（q0120－863－314）

「秋田まち育て塾」塾生募集！

中心市街地の活性化など、地域でのま
ちづくり活動に積極的に取り組む意欲の
ある県民を、まちづくり活動のリーダー
として育成することを目的として、「秋
田まち育て塾」を開催します。
主　催 秋田県
塾　長 北原　啓司氏（弘前大学教授）
募集人員 50人程度
募集期間 ７月10日(月)まで
お問い合わせは…

県建築住宅課（q860－2566）
※詳しくは県ホームページでもご覧にな
れます。http://www.pref.akita.lg.jp/

と　き
7月5日(水)
10時～11時 シャボン玉で遊びましょう

内　　容

と　き
7月12日(水)
10時～11時 シャボン玉で遊びましょう

内　　容

と　き
8月2日(水)
10時～11時30分

夏の遊びをしよう！
（着替え、水筒、上履きを持ってきてね）

内　　容

と　き
7月18日(火)
10時～11時30分

夏の遊びをしよう！
（着替えを持ってきてね）

内　　容

水道課からのお知らせ

水道課では、昨年に続き天王地区に
おいて水道台帳作成のため、次の委託
業者が７月から現地調査（水道本管、
敷地内の止水栓、メーター位置）とし
て、市内の各家庭にお伺いますので、
ご理解とご協力をお願いします。
なお、委託業者は潟上市から発行さ

れた身分証明書、腕章を携帯しており
ます。

○委託業者
秋田市山王2丁目1-60 アイデックスビル
㈱パスコ　秋田支店（q865－4341）

お問い合わせは･･･
潟上市水道課（q855－5123）
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東湖八坂神社例大祭（祭典）が、７月６日・７日の両日、潟上市天
王（天王本郷）と男鹿市船越を会場に執り行われます。
この祭典は、一千年近い昔から天王本郷地域と周辺６集落、男鹿市
船越による統人制のもと、脈々と受け継がれています。昨年７月８日、
新統御竹受けに始まり、さまざまな諸祭事が一年間通して執り行われ、
毎年7月７日に祭典のクライマックス「牛乗り」「くも舞」神事を迎え
ます。御神牛に乗った神人・スサノオノミコト（牛乗り）が、全身を
深紅の衣で身を包んだ神人・ヤマタノオロチ（くも舞）を退治する
「神話の世界」を繰り広げます。
お問い合わせは…潟上市観光協会（潟上市産業課内q８５５－５１２０）

「市民
のひろば」は、市民が登場

するコ
ーナーです。

牛乗り巡幸ライン�
くも舞�

臨時駐車場�

東湖八坂神社�
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神事�

御旅所�

天王駅�

コミュニティ�
センター�

天王海洋センター�
艇庫�

江川漁港�

レストラン�
戸田苑�

東湖小学校�

JR男鹿線�至男鹿市�

八竜橋�

至
秋
田
市�

天
王
漁
港�

至
男
鹿
市�

船
　
越
　
水
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旅
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御輿巡幸ライン�

7月6日�・7日�

●●●●● 神話の世界を再現 ●●●●●

６
日

７
日

宵
よ い

宮
み や

七
な な

度
ど

半
は ん

詣
まいり

…午後６時頃
夜篭式
よごもりしき

(神楽・番楽) 午後７時頃

御
み

輿
こ し

渡
と

御
ぎ ょ

…午後３時頃
牛
う し

乗
の り

巡
じゅん

幸
こ う

…午後４時頃
くも舞

ま い

神
し ん

事
じ

…午後4時半頃

（昭和61年１月・国指定重要無形民俗文化財「統人行事」）

「牛乗り」
「くも舞」

し
て
、
マ
ナ
ー
研
修
や
産
地
の
視

察
を
行
い
、
今
後
一
年
間
、
秋
田

卸
売
市
場
で
の
出
荷
や
県
内
外
イ

ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
で
活
躍
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

加
藤
さ
ん
は
「
サ
ク
ラ
ン
ボ
農

家
の
視
察
で
は
、
農
家
み
な
さ
ん

の
愛
情
込
め
て
育
て
る
姿
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
県
産
の
青
果
物

は
味
も
品
質
も
一
番
だ
と
思
い
ま

す
。
私
自
身
と
し
て
、
昔
か
ら
天

王
産
の
ナ
シ
や
ブ
ド
ウ
が
大
好
き

で
す
。
長
十
郎
が
一
番
お
い
し
い

で
す
ネ
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

現
在
、
秋
田
市
内
の
建
築
設
計

事
務
所
に
勤
務
。
休
日
は
、
ド
ラ

イ
ブ
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
最
近
始

め
た
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

「
合
併
し
て
潟
上
市
に
な
り
ま
し
た

が
、
天
王
地
区
を
は
じ
め
、
緑
が

豊
か
で
海
が
あ
り
、
環
境
に
恵
ま

れ
て
い
る
ふ
る
さ
と
が
大
好
き
で

す
」
と
話
す
加
藤
さ
ん
。

今
後
の
抱
負
と
し
て
、「
秋
田
の

農
業
が
元
気
に
な
る
よ
う
、
元
気

に
明
る
く
笑
顔
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

県
産
青
果
物
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
が
ん

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

「
い
ま
、
で
き
る
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
県
産
の

青
果
物
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し

て
、
秋
田
の
活
性
化
に
つ
な

が
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」

加
藤
美
香
子
さ
ん
、
二
十

四
歳
。
あ
き
た
園
芸
戦
略
対

策
協
議
会
が
主
催
す
る
県
産

青
果
物
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー

ル
「
第
十
九
代
　
ミ
ス
・
フ

レ
ッ
シ
ュ
」
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

同
協
議
会
で
は
、
毎
年
、

県
産
青
果
物
の
消
費
拡
大
と

農
業
振
興
を
図
る
た
め
、
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
積
極
的

に
展
開
。
加
藤
さ
ん
は
ミ

ス
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
一
人
と

ミ
ス
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
し
て

県
産
青
果
物
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

加
藤
美
香
子
さ
ん
（
天
王
北
野
）

▲加藤美香子さん
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車が大好きな優
ゆう

作
さく

くん(２歳・右)と食欲旺盛な健
けん

介
すけ

くん(３カ月・左)の仲良し兄弟です。

最近、優作くんは、健介くんが泣くとお尻をポンポ

ンとたたいてあやしてあげています。

早く兄弟仲良く、お兄ちゃんの大好きな車のおもち

ゃで遊べるようになるといいね。

お父さん　後藤　賢一郎さん（天王二田）

お母さん　　　　直　美さん

＜飯田川地区＞
◆５/２ 伊　藤　朝　夫さん

（駅　前、57歳）

◆５/10 伊　藤　　　　さん

（岩　崎、88歳）

◆５/16 児　玉　金　藏さん

（わかば園、83歳）

＜昭和地区＞
◆４/30 喜代治さん

（新関３、96歳）

◆５/２ �　橋　キ　サさん

（アミダ堂、90歳）

◆５/８ �　橋　鐵　治さん

（川　向、75歳）

◆５/13 藤　田　千鶴子さん

（野村中、70歳）

◆５/17 佐　藤　　　眞さん

（新関２、83歳）

◆５/21 青　木　ヨシ子さん

（昭寿苑、83歳）

◆５/22 �　原　義　秋さん

（大清水、54歳）

◆５/24 鎌　田　誠之助さん

（大郷守、78歳）

◆５/24 鈴　木　勝　子さん

（株　山、54歳）

◆5/27 藤　島　泰　之さん

（大清水、27歳）

◆５/27 川　上　利　春さん

（上　町、48歳）

＜天王地区＞
◆４/30 齊　藤　ハ　ルさん

（上北野、86歳）

◆４/30 夏　井　祐　吉さん

（北　野、92歳）

◆５/２ 木　村　昭　一さん

（鶴沼台、77歳）

◆５/３ 門　間　清　作さん

（二　田、77歳）

◆５/５ 田谷野　智　子さん

（不動台、73歳）

◆５/７ 夏　井　田鶴子さん

（持長根、56歳）

◆５/ 8 安　田　勝　彦さん

（羽　立、52歳）

◆５/10 加　賀　ヨネコさん

（上北野、84歳）

◆５/14 菅　生　フ　ミさん

（羽　立、82歳）

◆５/15 武　田　光　雄さん

（北　野、61歳）

◆５/17 石　川　　　清さん

（上の台、74歳）

◆５/18 吉　田　　　充さん

（長　沼、65歳）

◆５/18 鈴　木　チ　ヨさん

（羽　立、88歳）

◆５/20 加賀谷　兼　藏さん

（下狼縁、84歳）

◆５/23 伊　藤　ナ　ツさん

（鶴沼台、97歳）

◆５/27 鈴　木　英　夫さん

（上江川、74歳）

「出生」「死亡」は住民基本台帳

５月１日～５月31日届出分を

掲載

おくやみを申し上げます

塩口老人クラブ

塩口老人クラブ（会長　桜庭貢）では、社会奉仕活動

として地域内の公共施設などの清掃活動を行いました。

同クラブは、毎年会員が一致協力して、地域内の児童

公園やことぶき荘などで、公共施設の清掃活動を展開し

ています。今年も３月に塩口児童公園、４月に今木神社、

６月に塩口ことぶき荘周辺の草刈りや清掃、会員による

花壇づくりを行い、地域住民から喜ばれています。

お誕生おめでとう
＜飯田川地区＞
*平　川　新

し ん

生
せ い

くん　
（駅　前、勝　弘・広　子）

*平　川　開
か い

生
せ い

くん　
（駅　前、勝　弘・広　子）

*伊　藤　梨
り

音
お ん

ちゃん　
（土手１、大　輔・由佳梨）

*伊　藤　大
ひ ろ

晟
せ

くん　
（羽立３、崇　人・美奈子）

＜昭和地区＞
*成　田　健

け ん

太
た

郎
ろ う

くん
（宮の前、公　生・和佳子）

*菅　原　壮
そ う

大
た

くん
（新関２、和　広・愛　子）

＜天王地区＞
*西　本　圭

け い

那
な

くん　
（持長根、満　史・利　加）

*土　橋　あゆなちゃん
（追　分、儀　史・みか子）

*登　藤　優
ゆ

真
ま

ちゃん　
（上江川、誠　治・麻　美）

*佐　藤　倖
こ う

太
た

くん
（長　沼、 学　・真理子）

*吉　田　玲
れ

央
お

くん
（長　沼、正　宏・素　子）

*佐　藤　　　武
たける

くん
（鶴沼台、淳　悦・育　美）

*荻　原　太
た い

陽
よ う

くん　
（塩口北野、諭　・恵　子）

*佐　沢　菜
な

々
な

ちゃん　
（北　野、隆　洋・かな子）

*柴　田　翠
み

弓
ゆ

ちゃん　
（北　野、大　樹・美恵子）

*伊　藤　綾
あ や

香
か

ちゃん
（二　田、義　和・由美子）

*伊　藤　隆
りゅう

太
た

くん
（御休下、隆　仁・　恵　）

*加　藤　章
あ き

斗
と

くん
（ハラヘ、恒　徳・千　秋）

*田　村　苺
も

花
か

ちゃん
（長　沼、 智　・諭　子）

*松　橋　結
ゆ い

斗
と

くん
（追分西、裕　平・告　美）

*加　藤　遥
は る

空
く

くん
（長　沼、精一郎・美　香）

*安　田　瑠
る

偉
い

くん
（羽　立、精　一・聡　美）

わが家の宝ものコーナーや各種団体活動の紹介など、
市民みなさんからの情報提供をお待ちしています。
【あて先】〒010－0201 潟上市天王字上江川47－100

潟上市役所天王第2庁舎　総合政策課
q878－9802 �878－2369
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市では、市長と市民みなさんのホットライン化を図る
ため、「市長面会日 ～ようこそ市長室へ」を開設して
います。
市民参加の活力あるまちづくりに「あなたの声」を

市長にお届けください。
＜７月の面会日＞
●７月26日（水）10時～12時　天王地区

13時～15時　昭和地区・飯田川地区
面会を希望する方は…７月18日（火）15時までに

潟上市総合政策課（q878－9802）
へお申込みください。

▼
中
学
校
部
活
動
の
集
大
成
と
な
る
「
中
総
体
」。

各
中
学
校
の
部
員
は
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
・
柔
道
・

剣
道
な
ど
数
々
の
種
目
で
好
成
績
を
残
し
た
。
中

学
生
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
練
習
や
試
合
で
必
死
に

な
っ
て
汗
を
流
し
、
仲
間
と
の
友
情
を
深
め
、
保

護
者
や
指
導
者
の
激
励
を
受
け
て
き
た
。
そ
の
思

い
を
胸
に
、
晴
れ
舞
台
で
が
ん
ば
る
中
学
生
の
姿

に
は
、
い
つ
も
清
々
し
さ
と
感
動
を
受
け
る
。
善

戦
及
ば
ず
に
涙
す
る
中
学
生
、
見
事
な
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
で
の
勝
利
に
歓
喜
す
る
中
学
生
…
。
仲
間
を

信
じ
る
こ
と
、
全
力
を
出
し
切
る
こ
と
、
最
後
ま

で
あ
き
ら
め
な
い
気
持
ち
を
、
い
つ
ま
で
も
持
ち

続
け
て
ほ
し
い
。
▼
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

で
は
、
日
本
代
表
の
応
援
に
日
本
中
が
沸
い
た
。

夜
遅
く
ま
で
テ
レ
ビ
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
人
も
多

か
っ
た
に
違
い
な
い
。
結
果
、
世
界
の
壁
は
厚
く

予
選
リ
ー
グ
敗
退(

残
念)

。
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
に
は

た
ま
ら
な
い
世
界
の
プ
レ
ー
が
連
日
報
道
さ
れ
、

ま
だ
ま
だ
寝
不
足
が
続
き
そ
う
だ
。

世帯数　　12,507世帯（＋8）
人　口　　35,980人（－16）
うち男性　17,184人（－3）
女性　18,796人（－13）

※住民基本台帳　平成18年５月31日現在
（ ）内は前月比

６月25日、第２回潟上市消防団小型ポンプ操法大会が、潟上市
元木山陸上競技場を会場に行われました。
大会には、市消防団天王・昭和・飯田川支団の29分団が集結。

石川光男市長をはじめ、藤原幸作市議会議長、こだま祥子県議会
議員など来賓多数が参列する中、開会式で鎌田健一団長が「市民
の生命と財産を火災・災害から守り、市民の安全・安定をめざし、
日頃の訓練での成果を存分に発揮してほしい」とあいさつ。
競技には、29分団116人の選手が出場。汗ばむほどの暑さの中、

地元団員に「がんばれよ」と激励される各選手たちは、額に汗を
流しながら指揮者の号令、迅速かつ的確な小型ポンプ操法を本番
さながらに行い、会場内から拍手が寄せられました。
結果、優勝に飯田川支団第２分団（和田妹川）、第２位に飯田川

支団第４分団（金山）、第３位に天王支団第５分団（大崎）が入賞
しました。飯田川支団第２分団は、７月23日の県消防協会男鹿潟
上南秋支部消防操法大会に市代表として出場します。

▲暑さにも負けず全力疾走 ▲消防の“技”がキラリ ▲息の合った火消しで『的』を射る

▲指揮者の号令に力が入る

▲優勝した飯田川支団第２分団のみなさん


